
山

j宰

野
社
両
官
筆
頭
松
梅
院
の
定
着
と
豊
臣
政
権

ー
『
野
社
家
記
」
禅
記
の
考
察
l

.~ム

子



野
社
調
官
筆
頭
松
梅
院
の
定
着
と
豊
臣
政
権
i

』
禅
昌
記
の

野
社
家

山

；宰

戸ら

ずー

は
じ
め
に

小
稿
は
、
北
野
社
（
北
野
天
満
宮
、
北
野
神
社
）
日
判
官
の
筆
顕
で
あ
る
松
栴
院
の
社
内
身
分
が
定
着
す
る
過
程
と
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
、
慶
長
三
年
（

一3
L

f
し
’
k

、、

↑l
I
J
E
1ノ

1
ノ

月
か
ら
九
月
に
段
、
王
禅
昌
が
記
し
た
『
北
野
社
家
日
記
」
（
以
下
、
社
家
日
記
と
略
記
す
る
）
に
注
目
し
、
農
民
政
権
、
こ
と
に
関
白
秀
次
の
成
敗
お
よ
び
太
肉
秀
古
の

最
晩
年
の
施
策
と
関
わ
る
松
格
段
の
失
脚
と
復
権
の
経
緯
を
考
察
し
、
解
明
す
る
こ
と
を
日
的
と
す
る
。

北
野
社
の
祭
柁
・
運
営
は
、

天
台
宗
京
都
一
点
か
室
内
跡
の
一
つ
で
あ
る
長
殊
段
（
竹
内
門
跡
）

を
別
当
（
社
務
、
寺
務
）
と
し
、
近
位
に
は
三
家
の
日
判
官
（
社
家
）
、

す
な
わ
ち
松
梅
院
、
徳
勝
校
、
妙
蔵
院
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
き
た
と
一
一
一
一
口
わ
れ
て
い
る

V
こ
の
三
家
が
一
制
官
と
し
て
定
ま
っ
た
時
期
は
こ
れ
ま
で
明
作
に
な
っ
て
お
ら
ず
、

と
く
に
中
世
か
ら
存
続
す
る
松
椀
院
が
嗣
官
の

で
あ
る
こ
と
も
、
自
明
の
も
の
と
し
て
、
関
心
を
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た

1

室
町
期
に
は
、
松
梅
夜
、
妙
蔵
院
の
ほ
か
に
貞
一
抑
制
院
、
松
光
段
、
功
徳
段
、
宝
成
段
、
真
満
院
、
盛
輪
院
、
、
水
淋
院
な
ど
多
数
の
制
宮
が
見
え
る
。
こ
れ
ら
の
日
判
官
は
、

そ
れ
ぞ
れ
当
該
期
に
お
い
て
京
都
を
掌
握
す
る
権
力
に
対
し
、
存
立
す
る
た
め
の
正
統
性
の
保
証
を
し
ば
し
ば
求
め
た
。
一
一
一
一
口
う
ま
で
も
な
く
、
室
町
後
期
に
お
け
る
畿
内

の
政
治
情
勢
は
流
動
的
で
あ
り
、
保
証
す
る
政
権
の
浮
沈
は
、
両
官
そ
れ
ぞ
れ
の
存
立
を
も
括
る
が
し
た
。

昔
、
、
ま
、
？
？
ヨ
一
i
」
リ
ん
史
上
出
十
品
、
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－上

手
レ
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北
野
社
造
営
を
知
県
沙
汰
し
て
い
た
造
営
奉
行
宝
成
院
別
如
、
か
ら
奉
行

（
一
五
一
八

一、
1
J
－一一、
1
1
、

」
ノ
ド

Y
一一
J

／
「
仁

職
と
そ
の
所
管
す
る
造
営
料
所
を
返
付
さ
せ
て
い
る
。

返
付
と
あ
る
よ
う
に
、
本
来
、
室
町
期
以
降
の
造
営
奉
行
織
は
松
術
院
に
帰
属
し
た
が
、
延
徳
一
正
年

llll 
／＼ 
)L 

一
二
月
一
ニ

O
日
以
来
、
宝
成
院
に
補
任
さ
れ
て
い
た
。
返
付
の
際
の
室
町
幕
府
奉
行
人
述
署
奉
書
α
を
次
に
一
不
す
。

J¥ 
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（
山
刷
出
合
同
）

北
野
宮
寺
造
営
料
一
川
和
泉
国
大
鳥
庄
内
下
条
・
美
濃
回
日
野
郷
地
一
政
職
・
越
前
回
得
光
保
井
内
野
品
等
奉
行
職
事

宝
成
院
造
常
無
沙
汰
之
問
、

枕
川
叫
反
ヱ
ゴ
荘
「
、

ゐ
必

T
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1
ノ

rペt
i
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1~完

禅
光
は
、
将
軍
義
植
の
権
力
に
頼
る
こ
と
に
よ
っ
て
他
の
副
官
が
所
持
し
て
き
た
造
営
奉
行
職
・
造
営
料
所
を
取
り
返
し
、
北
野
一
社
内
で
の
地
位
を
保
証
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
、
松
栴
院
禅
光
の
社
家
日
記
ω
に
は
、
次
に
掲
げ
る
、
水
正
一
八
年
（
一
五
二
二

三
月
八
日
条
の
記
事
が
あ
る
。

三
月
八
百

（

7

7

p

（
町
制
〕

下
京
下
京
物
念
、

無
是
非
者
也

111: 
タ

公
方
様
御
逐
電
ニ
、
言
語
道
断
世
、
（
後
略

義
組
は
、
細
川
高
田
と
対
立
し
、
京
都
か
ら
淡
路
間
（
兵
庫
県
）

へ
退
去
し
、
さ
ら
に
阿
波
田
撫
養
（
徳
島
県
鳴
門
市
）

へ
と
落
ち
延
び
、
翌
々
大
水
三
年
（

凶
月
九
日
に
莞
じ
た
。
松
柿
段
禅
光
は
、
こ
の
よ
う
な
将
軍
の
動
躍
を
「
公
方
様
御
逐
電
」
と
表
現
し
、
ま
た
、
「
言
語
道
断
」
と
感
情
を
あ
ら
わ
に
し
た
の
で
あ
る
。

禅
光
は
、
永
正
一
八
年
七
月
六
日
条
で
は
、
「
若
君
様
」
（
足
利
義
哨
）
が
細
川
高
田
・
伊
勢
貞
忠
ら
に
よ
っ
て
掃
磨
国
（
兵
庫
県
）

か
ら
迎
え
ら
れ
て
入
洛
す
る
と
、

下
太
平
云
々
」
と
記
し
て
い
る
。
自
ら
の
地
位
を
保
証
す
べ
き
政
権
の
流
動
化
は
、
嗣
官
に
と
っ
て
は
死
活
問
題
で
あ
っ
た
。
か
か
る
政
権
へ
の
依
存
ぶ
り
は
、
日
比
利
将

軍
家
が
崩
壊
し
た
後
、
織
田
信
一
長
、
法
一
位
秀
吉
、

そ
し
て
徳
川
J

家
康
ら
天
下
人
の
時
代
に
も
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
社
家
日
記
と
通
称
さ
れ
る
北
野
社
一
判
官
の
引
付
は
、
嘉
吉
元
年
（
一
凶
間
二
、
松
悔
抗
禅
一
制
（
禅
春
）

の
時
代
か
ら
寛
、
水
四
年
（
一
六
二
七
）

JJ 

松
梅
院
禅
意
の
時
代
ま
で
の
分
が
断
続
的
に
現
存
し
て
い
る
。
と
く
に
小
稿
が
主
た
る
検
討
対
象
と
す
る
松
梅
院
禅
昌
の
社
家
日
記
は
、
千
利
休
切
腹
に
関
す
る
記
事
な

ど
、
近
世
成
立
期
の
社
会
・
文
化
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
史
料
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
が
山
、
抜
け
落
ち
て
い
る
時
則
が
あ
る
。
と
く
に
豊
民
政
権
別
に
つ
い
て
は
、

文
禄
凶
年
（
一
一
九
一
九
五
）

凶
月
二

O
日
か
ら
慶
長
三
年
八
月
一
六
日
ま
で
、
約
三
年
四
か
月
の
長
期
に
わ
た
っ
て
欠
落
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
後
年
に
散
逸
し
た
可
能

性
も
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
慶
長
三
年
八
月

七
日
か
ら
始
ま
る
一
…
附
が
未
刊
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

か
か
る
欠
落
に
関
心
が
は
ら
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。



こ
の
一
時
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
そ
の
形
態
を
見
る
な
ら
ば
、
表
紙
が
欠
綴
す
る
の
み
で
、

そ
の
他
は
原
態
を
保
っ
て
お
り
、
社
家
日
記
と
し
て
遜
色
は
な
い
。

そ
こ
で
小
稿
で
は
、

か
か
る
社
家
日
記
の
残
存
状
況
に
注
目
し
、
豊
臣
政
権
、
こ
と
に
関
白
秀
次
の
成
敗
お
よ
び
太
関
秀
吉
の
日
ぽ
晩
年
の
施
策
の
も
と
で
の
北
野
社
副

官
松
梅
院
の
失
脚
と
復
権
の
過
程
・
特
徴
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

ま
ず

松
綿
院
禅
呂
の
社
家
日
記
が
一
長
期
の
中
断
後
に
再
開
さ
れ
た
際
の
社
家
日
記
を

用
い
て
、
豊
臣
政
権
を
括
る
が
し
た
豊
臣
秀
次
事
件
と
の
関
わ
り
を
確
認
す
る
。
次
に
、
豊
臣
政
権
と
北
野
社
・
松
梅
院
と
の
結
び
つ
き
を
検
討
し
、

さ
ら
に
は
秀
次
事

件
の
前
後
な
ら
び
に
秀
吉
最
晩
年
に
お
け
る
松
紘
院
の
存
立
形
態
を
考
察
す
る
。
そ
し
て
、
松
締
院
が
数
多
く
の
耐
宮
か
ら
ぬ
き
ん
で
て
、
近
叶
一
に
お
け
る
副
官
筆
頭
の

地
位
を
定
着
さ
せ
る
過
程
と
そ
の
特
徴
を
解
明
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

一
、
未
刊
の
慶
長
三
年
社
家
日
記

北
野
社
嗣
官
に
よ
る
社
家
自
記
の
大
半
に
は
、

引
付
と
い
う
表
題
が
付
さ
れ
て
い
る
。

差
出
者
・
受
取
者
間
に
授
受
関
係
が
あ
っ

日
記
は

史
科
学
的
に
は
一
般
に
、

て
受
取
者
に
対
し
て
効
力
を
及
ぼ
す
文
書
で
は
な
く
、
自
己
の
後
日
の
記
憶
に
備
え
る
た
め
に
手
許
に
書
き
官
め
て
お
く
記
録
に
分
類
さ
れ
る
。
し
か
し
、
引
付
は
、
受

取
者
を
持
た
な
い
も
の
の
、
単
な
る
備
忘
記
録
で
な
く
、
あ
る
予
想
さ
れ
る
相
手
に
一
定
の
働
き
か
け
を
し
、
効
力
を
及
ぼ

で
あ
り

文
書
と
記
録
の
中
間
に
あ

る
史
料
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

T

松
梅
院
禅
日
日
が
書
き
記
し
た
社
家
日
記
は
、

天
正
一
七
年
（
一
五
八
九
）

七
月
二
三
日
に
始
ま
り
、
慶
長
一
七
年
（
一
六
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v
土
小
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ブ
／

Z
て

ら
は
、
絞
群
書
類
従
完
成
会
か
ら
史
料
纂
集
（
占
記
録
編
）

の
期
外
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
竹
内
秀
雄
校
訂
「
北
野
社
家
日
記
」

川
プ
ー
ベ
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認
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さ
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し
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と
こ
ろ
が
、
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
に
は
、
禅
昌
の
社
家
日
記
が
一
川
町
、
未
刊
の
ま
ま
所
蔵
さ
れ
て
い
る
m
o

そ
の
巻
頭
に
は
「
己
一
長

年
八
月
・
九
月
」
と
記
す
後

年
の
付
護
が
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
慶
一
長
三
年
（
一
五
九
八
）

八
月
一
七
日
か
ら
九
月
二
九
日
の
日
記
で
あ
る
。
料
紙
に
書
状
・
党
書
な
ど
文
書
の
紙
背
を
利
用
し
、
そ

れ
ら
は
切
断
さ
れ
て
大
き
さ
を
あ
る
程
度
揃
え
ら
れ
た
形
跡
が
あ
る
も
の
の
、
法
量
が
ほ
と
ん
ど
不
揃
い
で
あ
る
点
は
、
他
の
社
家
日
記
と
同
様
で
あ
る
。
ま
た
、
原
態

に
あ
る
べ
き
表
紙
は
欠
い
て
い
る
も
の
の
、
裏
表
紙
の
表
の
端
に
は
禅
臼
田
の
筆
跡
で
「
右
、
付
墨
時
数
十
八
枚
」
と
あ
る
。
本
文
は
一
八
一
j
か
ら
成
り
、
墨
付
を
一
八
紙

と
す
る
こ
の
記
述
と
符
号
す
る
。
し
か
も
、
義
表
紙
表
と
第
一
八
了
裏
と
の
間
の
ノ
ド
に
は
筆
者
で
あ
る
抑
昌
の
花
押
が
割
書
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
表
紙
を
欠

く
以
外
は
一
附
と
し
て
の
体
裁
を
保
つ
社
家
日
記
と
言
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。

r旬。( 70) 



こ
の
一
附
が
当
初
、
史
料
纂
集
に
採
録
さ
れ
な
か
っ
た
明
白
は
、
今
と
な
っ
て
は
不
明
と
し

い
よ
う
が
な
い
。

当
初
の
一
編
纂
方
針
で
は
、

芝、；一
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｜恨
ノヒ
し

抄
録
・
別
記
・
部
類
記
の
類
は
省
略
さ
れ
た
と
い
う
情
。

「
北
野
社
山
本
日
記
」

七
が
刊
行
さ
れ
る
ま
で
、
筑
波
大
学
に
現
存
す
る
北
野
神
社
文
書
に
は
、

心ノ日戎

l
d
J
f
l
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別
記
・
部
類
一
記
に
類
す
る
も
の
の
ほ
か
、
未
怒
別
で
あ
っ
た
断
簡
類
も
柏
当
数
が
残
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
社
家
日
記
は
表
紙
を
欠
く
た
め
、
断
間
と
し
て
扱
わ
れ
た
可
能

性
が
あ
る
。
ま
た
、
第
ゐ
一
j
表
に
付
さ
れ
る
束
京
文
則
一
科
大
学
問
史
学
研
究
室
の
図
書
ラ
ベ
ル
に
一

三
一
口
一
万
と
い
う
史
料
番
号
が
付
さ
れ
て
い
る
が

向
じ
釆
川
口
一
勺
を
什
し

松
締
院
代
、
水
琳
院
料
一
躍
に
よ
る
部
類
記
と
さ
れ
て
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
と
忠
わ
れ
る
社
家
日
記
削
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
惣
像
を
た
く
ま
し
く
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
史
料
の

続
き
と
誤
認
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
も
、
起
筆
は
八
月
一
七
日
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
も
断
簡
と
見
誤
ら
せ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、

起
集
十
が
か
か
る
半
端
な
日
時
で
あ
っ
た
の
に
は
埋
由
が
あ
る
の
で
あ
る
。

巻
頭
の
八
月
一
七
日
条
全
文
を
次
に
挙
げ
る
。

月

へ
と
て
、

pmJ

♂
州
白
川
M

青

山

｝

（

将

山

Z
4
可
欠
｝

北
野
へ
松
椀
院
安
皮
之
旨
、
大
関
様
石
被
仰
出
伎
、
関
白
殿
己
後
四
年
ノ
陀
ら
う
人
仕
候
を
、
今
日
大
内
線
御
煩
ニ
付
御
内
京
社
紋

戸

前

川

正

以

）

（

成

）

（

げ

に

出

血

）

（

J
1本
）

（

阿

山

政

）

如
前
々
被
刀
日
出
候
、
五
人
御
召
出
之
衆
、
徳
善
院
、
石
田
治
部
少
、
増
出
右
衛
門
別
、
一
長
束
大
蔵
、
浅
野
弾
正
、
此
衆

5
安
度
ノ
折
紙
給
扶
山
、
則
、

一

的

問

ぶ

以

）

（

M
H

弘

）

一

政

行

〕

如
前
々
御
朱
印
被
下
之
由
、
一
所
可
代
下
代
葛
西
太
兵
衛
δ
五
人
ノ
折
紙
請
取
、
御
朱
印
ハ
松
出
勝
右
衛
門
尉

5
請
取
出
、

6 

tヒ
I] 

一
三
一
－

L
！応、ド…

1
、

入

1
1
1

1
ノ
ト
ヒ
メ
州

υ以
内
メ
一
ド
ト

－BBE
J
1
4

〆t
B
f

、．

i
一
；

守－、一
i

A
寸
ノ
ノ
ソ
q
l

松
椀
院
は
、
「
関
白
殿
」

つ
ま
り
豊
忠
秀
次
の
失
脚
に
と
も
な
い
「
ら
う
人
（
牢
人

し
て
い
た
が
、
こ
の
日
に
復
権
し
て
J

五
堵
さ
れ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

）＼、

月
一
七
日
と
い
え
ば
、
太
開
設
白
秀
吉
が
六
二
歳
で
莞
ず
る
前
日
で
あ
る
。
こ
の
日
、

の
病
中
を
秘
す
る
た
め
「
御
内
密
」

で
あ
る
と
し
て
、
松
栴
院
で
交
唱
が
命

じ
ら
れ
た
。
そ
の
実
務
は
京
都
の
行
政
・
警
察
権
を
司
る
所
訂
代
前
田
玄
以
を
は
じ
め
と
す
る
翠
臣
家
の
五
奉
行
の
「
折
紙
」
（
書
状
）
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、

問
題
の
社
家
日
記
の
起
第
十
が
八
月
一
七
日
と
い
う
半
端
な
日
時
で
あ
る
こ
と
に
必
然
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
何
日
日
は
、

C川
1
川口

H
h一九…
iし
fhJ
’
だ
、
行
い
十
十
二

－

nh一一↓
H

．ρ2J
ドー一
j
v
ο
T
ニ．
ρ
I
l
t

述
注
し
、
牢
人
し
て
い
た
。
秀
次
が
京
都
の
居
城
で
あ
る
来
楽
第
か
ら
紀
伊
国
高
野
山
へ
移
っ
た
の
は
文
禄
凶
年
（

ご
し
ー
し

ま
イ
ノ

七
月
八
日
で
あ
り
、
同
月
一
五
日
に
は

切
腹
し
て
い
る
。
高
野
山
会
側
峯
寺
（
青
巌
寺
）

の
柳
之
間
は
、
彼
が
自
放
し
た
場
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
松
梅
院
は
、
そ
れ
以
降
、
四
年
（
正
体
に
は
約
三
年
）

の
月
日
を
経
て
復
権
し
、
社
家
日
記
の
執
筆
を
再
開
し
た
の
で
あ
る
。

禅
問
日
の
社
家
日
記
を
見
て
み
る
と
、
慶
長
三
年
以
前
は
、
文
誌
四
年
凶
月
一
九
日
を
段
後
の
日
記
と
し
て
い
る
。
－
4

＼
ケ
一

一J
ノ
刀
H
A

七
年
か
ら
文
禄
凶
年
ま
で
の
社
家
日
記
で
は



禅
臼
臼
は
宰
相
と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、
松
梅
院
主
は
父
の
禅
、
水
で
あ
っ
た
。
祖
父
禅
興
も
存
命
で
、
松
椀
院
隠
居
と
し
て
笠
場
す
る
。
ま
た
、
大
叔
父
に
抑
祐
、
叔
父
に
押

昭
が
お
り
、
神
祐
は
一
例
官
妙
蔵
院
の
、
王
で
あ
っ
た
。
こ
の
五
人
の
み
が
「
社
家
衆
」
「
日
判
官
栄
」
と
称
さ
れ
、
北
野
社
の
祭
記
・
運
営
を
行
っ
て
い
た
。

ー
、

f
J
7
1

・

ホ

心

得

m
M
h以

F
L
j
L
i
j
〉
ト
L

ミ
1
1
1
L
ご
ま
、

3

1ノ
イ

ノ

1
j
σ
z
A
L
J
2
4
4
I
ー
さ
れ
て
l
t

唱、一ヘ一川町二二し二一王

1
i
日
い
＼
ノ

杉
村
野
、
ヨ
カ
仁
レ
一
一
一
一

no

で
あ
る
禅
呂
に
代
替
り
し
た
も
の
の
、
牢
人
前
と
開
採
に
一
似
し
げ
ね
を
五
人
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

、－－＼
J
ノ

－

L

、、，
1
ι
J

一，
u
fノド
f

二
四
日
条
に
は
、
松
梅
続
の
牢
人
中
に
妙
蔵
院
科
祐
が
法
華
堂
の
参
銭
を
横
領
し
て
い
た
と
い
う
記
事
が
あ
り
、
山
仰
日
間
ら
が
牢
人
中
に
は
、
妙
政
院
何
祐
が
北
野
社
の
祭
記

運
営
の
中
心
に
い
た
と
見
ら
れ
る
。

松
梅
院
禅
日
間
の
社
家
日
記
が
文
禄
凶
年
四
月

。
日
か
ら
慶
長
三
年
八
月
一
六
日
ま
で
の
間
を
欠
く
の
は
散
逸
し
た
た
め
で
は
な
い
。
禅
問
日
が
北
野
社
か
ら
欣
た
れ
牢

人
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
慶
長
三
年
八
j
九
月
の
社
家
日
記
は
、
牢
人
か
ら
一
例
官
へ
と
復
権
し
た
、
ま
さ
に
そ
の
時
の
記
録
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
、
年
人
し

た
原
因
は
、
豊
臣
政
権
と
の
関
係
、
こ
と
に
豊
臣
秀
次
事
件
と
法
臣
秀
吉
最
晩
年
の
情
勢
と
関
連
さ
せ
て
と
ら
え
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

二
、
豊
臣
政
権
と
北
野
社
・
松
梅
院

7 -

次
に
、
豊
臣
政
権
と
北
貯
社
お
よ
び
松
梅
院
と
の
関
係
を
確
認
す
る
。

竹
内
秀
雄
川
に
よ
れ
ば
、
豊
臣
秀
吉
は
「
北
野
崇
敬
の
第
一
人
者
」
で
あ
る
。
そ
の
迎
出
と
し
て
は
、
次
の
事
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
天
正
一
瓦
年
（
一
五
八
七
）

一
O
月
一
日
に
「
大
茶
会
」
、
す
な
わ
ち
北
野
大
茶
湯
を
松
原
で
興
行
し
、
所
蔵
す
る
小
文
琳
の
茶
人
と
、
米
千
石
を
奉
納
し
た
川
。
ま
た
、
別
立
一
六
年
六
月
二

O
日
に
は
、

秀
吉
の
母
で
あ
り
、
病
床
に
あ
っ
た
大
政
所
の
延
命
を
祈
願
し
、
本
復
し
た
な
ら
ば
奉
加
と
し
て
一
万
石
を
寄
進
し
、

三
か
年
で
も
、

二
か
年
で
も
、

ま
、
よ
主
二
一
二
〉

1

1
t
J
／
」
↓
d
止
／
一
↑
一

f
l
L
3
l

で
も
延
命
す
る
よ
う
立
願
し
た
U
o

さ
ら
に
、
文
禄
二
年
（
一
一
九
九
一
二
）

五
月
の
朝
鮮
出
兵
に
さ
い
し
、

天
神
の
縁
日
で
あ
る

千ム

1
J
こ、

一

I
I
I
－
t

勝
利
の
う
え
は
治
中
そ
の
ほ

か
近
国
の
歌
道
達
者
に
よ
り
千
句
述
歌
を
執
行
さ
せ
、
伽
藍
を
造
営
す
る
こ
と
を
誓
う
願
文
を
木
食
応
其
に
若
さ
せ
、
奉
納
し
た
川
0

け
で
な
く

秀

θ〉

お
ね

（
北
政
所
）
を
は
じ
め
、
弟
秀
一
長
お
よ
び
そ
の
養
子
秀
保
、
秀
吉
養
子
の
秀
次
、
秀
勝
、
小
早
川
秀
秋
、
養
女
の
嫁
す
宇
土
佐
多
秀
家
、

そ
し
て
嗣
子
秀
頼
は
、

た
び

た
び
北
野
社
に
参
詣
し
た
り
、
奉
加
を
寄
せ
た
り
し
て
い
た
こ
と
が
「
北
野
社
家
日
記
」

に
散
見
す
る
。

両
者
の
関
係
は

織
出
信
長
が
急
死
し
た
本
能
寺
の
変
の
後
に
深
ま
る
。

天

二
戸
γ

ヘ
」
一
工
t

、、口什

一1
1

f

一↓
J
i
lノ
H
Vト

に
、
豊
臣
政
権
の
所
司
代
前
山
玄
以
は

F

＼
＼
ノ
上
下
二
＼

1

1

1

〆

刀

σ
三
杉
叶
を
け
し

て
い
る
。
禅
昌
の
父
松
梅
院
禅
永
に
対
し
て
発
給
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
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天
正
十

北
野
境
内
夫
役
一
卒
、
従
前
々
一
手
及
其
沙
汰
之
旨
、
承
居
候
之
問
、
自
今
以
後
も
令
免
除
候
上
、
弥
相
川
…
悌
怠
社
頭
掃
除
其
外
神
用
等
、
一
叶
被
相
達
候
、
恐
々

民
部
卿
法
印

T
i
u
Y
1
1
J

一－一マ
i
i

J

ノ
ド
ア
一
一
一
「
ト
ト

十｝＿~

玄

以
（
花
抑
影
）

拍：

（
一
五
九

O
）

こ
れ
は
松
務
院
に
対
し
、

五
)=] 

そ
の
他
の
神
用
を
怠
ら
ぬ
よ
う
命
じ
た
文
書
で
あ
る
。
天
正
一
八
年

工
ハ
日
に
は
、
竹
内
門
跡
良
恕
法
親
王
に
対
し
、
「
御
代
々
証
文
旨
」
に
任
せ
、
別
当
職
を
安
堵
し
た
山
。
豊
一
位
政
権
は
、
足
利
将
軍
家
・
織
間
信
長

北
野
境
内
の
夫
役
の
免
除
を
安
堵
し
、
代
わ
り
に
社
頭
の
掃
除
、

以
来
の
権
益
を
た
び
た
び
安
堵
し
、
ま
た
、
新
た
な
権
益
も
付
与
し
た
。
天
正
一
七
年
（
一
五
八
九
）

と
推
定
さ
れ
る
一
二
月
一

O
日
付
の
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
写

yτ
次
に

掲
げ
る
。

仰
出
、
渡
被
選
之
託
、
早
々
一
一
一
間
取
、
造
営
急
一
吋
相
調
候
、
於
由
断
伎
、
迫
而
渡
被
下
関
敷
候
也

三
月
十
日

大
政
所
殿
立
願
之
八
木
之
事
、
重
而
被

川
相
・
二
、
、
円

υ’

引
引

H
i一
に
ト

:lヒ
野4勿ペミ♂、

ーヲ
一j
 
i
 

秀
吉
は
、
概
述
し
た
よ
う
に
、
前
年
か
ら
臥
せ
っ
て
い
る
大
政
所
の
快
癒
を
立
願
す
る
た
め
に
米
一
万
石
を
寄
進
し
た
。
こ
の
朱
印
状
で
は
、
そ
の
旨
を
何
度
、
北
野

惣
中
に
対
し
伝
達
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
米
に
よ
っ
て
社
般
の
「
造
営
」
を
も
命
じ
て
い
る
。
こ
の
社
肢
が
い
ず
れ
の
建
造
物
か
は
未
詳
で
あ
る
が
、
翌
一
八
年
九
月

一
O
日
付
の
前
田
玄
以
書
状
川
で
、
「
大
工
・
大
鋸
・
檎
皮
姉
・
其
外
諸
職
人
」
が
先
規
よ
り
「
大
工
所
」
と
い
っ
て
「
恐
」
に
し
て
い
る
こ
と
は
出
事
で
あ
り
、
任
用
は

天
正
一
七
年
二

「
勝
手
次
第
」
で
あ
る
と
北
野
松
梅
院
（
禅
、
水
）
に
下
命
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
実
際
の
作
事
が
行
わ
れ
て
い
た
と
推
量
さ
れ
よ
う
。

月

日
に
は
、
社
家
に
対
し
境
内
の
地
子
免
許
に
つ
い
て
朱
印
状
了
乞
発
給
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
一
九
年
（

守
｝
十
J
品

l
l
 御
土
居
の
建
設

一Y
L
1
U

3
i
イ
ノ

に
と
も
な
う
屋
敷
替
、
境
内
・
境
外
の
検
地
が
行
わ
れ
て
い
る
。
御
土
居
の
敷
地
か
ら
立
ち
退
く
宮
仕
に
対
し
、
一
山
院
の
内
二
石
三
斗
六
升
を
替
地
と
す
る
こ
と
を
朱
印

( 67) 
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状
に
よ
っ
て
保
証
し
た
が
川
、
そ
の
う
え
で
松
梅
院
宛
て
に
次
の
知
行
目
録
ω
を
発
給
し
て
い
る
。

H
U
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i
t
s

－氏

支
千
寸
／
「
「
仁
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仁
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M
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弐
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百
三
じ
中
J
q
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l
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－hh
ノ
レ
h
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J
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i
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土
舌
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主
呼
室
敬
瓦
比
山
M

j
d
：
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1
！
i
j
！
）
工
ノ

一
、
品
川
七
石
六
斗
三
升

j
ト

i
J

戸
L

十
件

境
内
屋
敷
成
之
替

L
1
一
＼
一

1
1
ド
、
一

1
4

ノ
一
仁
」
ノ
マ
i
↑一一一
J
7
I十

右
、
全
可
社
約
候
也

ゴ
＼
了
一
一

F
し

三

f
し

1
j
ト
i
二
一

1
i

コ
ノ
刀
心
一
斗
j
h
l
z
斗
ノ
ド

y
i
i
一一一

γ
仁

朱
印
）

工
、
正
υ
：し

J
Z
J
J
1
L
d
e
り

l
a
n
t
i－A
q
s
？

lite 

社
家
日
記
ω
九
月
一
九
日
条
に
よ
れ
ば
、
こ
の
替
地
分
を
含
む
知
行
の
所
管
を
め
ぐ
っ
て
、
松
梅
院
と
竹
内
門
跡
良
恕
法
親
王
と
の
問
で
公
事
が
生
じ
て
い
た
。
松
梅

院
は
、
所
可
代
前
回
玄
以
に
対
し
、
「
先
年
よ
り
松
梅
段
取
来
」
、
あ
る
い
は
「
松
梅
続
一
円
存
来
」
と
主
張
し
、
と
く
に
替
地
、
境
内
の
家
地
子
・
を
所
な
ど
の
権
限
を

認
め
た
こ
と
に
な
る
。

雑
誌
し
、

7
て
の
結
果
と
し
て
、
こ
の
知
行
方
自
録
は
松
梅
技
禅
、
水
が
受
け
取
る
こ
と
に
決
し
た
。
豊
臣
政
権
は
、
松
椀
院
に
対
し
北
野
社
嗣
官
の
筆
頭
と
し
て
の
地
位
を

こ
の
よ
う
に
、
車
距
政
権
は
足
利
将
軍
以
来
の
「
御
代
々
之
証
文
」
に
な
ら
っ
て
既
得
権
益
を
保
証
す
る
と
と
も
に
、

一
族
に
よ
る
山
小
不
敬
の
対
象
と
し
て
、
立
願
・
寄

-9-
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進
を
行
っ
て
い
た
。
松
椀
院
禅
水
は
、
北
野
社
を
代
表
す
る
両
官
と
し
て
、
立
願
に
応
ず
る
祈
祷
や
、
奉
加
に
よ
る
「
造
作
山
」
に
携
わ
っ
た
。
松
締
院
は
、
主
一
位
政
権
と

の
親
和
性
を
有
す
る
に
主
っ
た
の
で
あ
る
。

三
、
松
梅
院
の
秀
次
事
件
後
の
牢
人
と
秀
吉
田
斑
晩
年
の
護
権

し
か
し
、
豊
臣
政
権
と
の
親
和
性
は
松
梅
続
に
悲
劇
を
引
き
起
こ
す
。

文
禄
山
年
三
五
九
五

か
ら
慶
長
一
ニ
年
（
一
五
九
八

の
問
の
牢
人
で
あ
る
。

立三

｜兵j

i三！

豊
臣
秀
次
事
件
を
扶
ん
で
の
松
悔
院
の
動
向
を
考
察
す
る
。

近
年

豊
臣
秀
次
一
事
件
に
つ
い
て
の
研
究
の
前
進
ぶ
り
は
目
覚
ま
し
い
が
、

松
梅
院
の
問
題
に
言
及
し
て
い
る
の
は
藤
田
恒
春
叫
の
み
で
あ
る
。

捺
立
ま

村証

fij~ 

呂
の
女
子
で
あ
る
お
さ
こ
が
豊
臣
秀
次
の
側
室
の
一
人
で
、
両
人
の
間
に
一
子
を
授
か
っ
て
い
た
が
、
秀
次
事
件
に
よ
っ
て
母
子
と
も
に
処
刑
さ
れ
、
料
品
と
そ
の
肉
親

五
日
条
に
よ
れ
ば
「
我
等
お
は
」
で
あ
り
、
正
し
く
は
初

も
逐
電
し
た
γ

と
指
摘
す
る
。
た
だ
し
、

お
さ
こ
は
、
神
田
日
の
社
家
日
記
ω
慶
長
九
年
（
一
六

O
凶）

一一一
1寸
J

一
一
一

1
1ノ

父
禅
臨
ハ
の
女
子
、

父
禅
、
水
の
姉
か
妹
と
改
め
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

こ
の
姻
戚
関
係
か
ら
類
推
す
る
な
ら
ば
、
松
梅
院
と
関
白
秀
次
と
の
間
に
は
親
密
な
関
係
が
あ
っ
た
と
し
か
考
え
よ
う
が
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
秀
次
と
松
梅
院
禅
興
・

禅
、
水
・
禅
日
日
と
の
（
蛍
月
ぶ
り
を
明
解
に
一
不
す
文
書
は
見
当
た
ら
な
い
。

関
白
秀
次
が
松
梅
院
に
対
し
て
発
給
し
た
文
書
は
、
天
正
二

O
年
（
一
五
九
二
）

と
い
う
事
書
に
始
ま
る
版
文
引
の
み

七
月
一
凶
日
の
「
所
々
御
り
う
く
は
ん
の

し
か
、
な
ぜ
か
現
存
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
大
政
所
の
「
わ
つ
ら
い
」
に
さ
い
し
、
諸
寺
社
に
析
結
を
命
ず
る
も
の
で
、
大
政
所
が
「
ほ
ん
ふ

本
復

し
た
な

ら
ば
「
ほ
う
か
」
（
奉
加

と
し
て
そ
れ
ぞ
れ

0
0
0
貰
文
を
寄
進
す
る
こ
と
を
表
明
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
対
象
と
さ
れ
た
寺
社
は
、

五
番
目
に
挙
げ
ら
れ
る
「
き

た
の
」
（
北
野
社
）

の
ほ
か
、
「
き
よ
み
つ
」
（
清
水
寺
）
、
「
あ
た
こ
」
（
愛
宕
）
、
「
く
ら
ま
」
（
鞍
応
寺
）
、
「
や
は
た
ー
一
（
石
清
水
八
幡
宮
）
、
「
い
せ
な
い
く
う
」
（
伊
勢
内
包
）
、

「
い
せ
け
く
う
」
（
伊
勢
外
宮
）
、
「
た
か
」
（
多
賀
社
）
、
「
か
す
か
」
（
春
日
社
）
、
「
い
な
り
」
（
伏
見
稲
荷
社
）
、
「
す
み
よ
し
」
（
住
吉
社
）
、
「
き
お
ん
」
（
低
副
社
）
、
「
し

も
か
も
」
（
下
鴨
社
）
、
「
か
み
か
も
」
（
上
賀
茂
社
）
、
「
か
う
や
さ
ん
た
い
と
う
こ
ん
り
う
」
（
高
野
山
大
培
建
立
）

の
一
五
か
一
所
を
数
え
る
。
こ
こ
で
は
、
北
野
社
だ
け

い
小
寺
川
川
え
さ
1
て
ー
な
l

o

J
ん

1
I
1
1
J
i
」

C
J
A
r
｛
し

f
し

跡
部
信
M
J
V
」
は
じ
め
と
す
る
近
年
の
一
研
究
に
よ
れ
ば
、

な
か
で
も
羽
越
祐

叫
に
よ
れ
ば

秀
次
政
権
は
政
治
的
実
権
を
も
っ
政
権
と
し
て
の
許
制
が
定
ま
っ
て
き
た
。

( 65) 
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豊
臣
秀
次
は
、

天
正

九
年
（
一
五
九

月
二
八
日
に
秀
吉
か
ら
問
自
殺
・
豊
臣
氏
長
者
を
継
承
し
、
J

一
円
位
叙
任
の
朝
廷
へ
の
抗
挙
権
、
問
自
蔵
入
地
の
管
川
一
椛

な
ど
を
得
た
。
堀
越
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
絶
対
者
秀
吉
に
極
度
に
収
紋
し
て
い
く
政
権
か
ら
、
太
閤
と
関
白
が
詑
立
す
る
政
治
体
制
が
術
築
さ
れ
た
と
す
る
。
こ
れ
に

対
し
、
矢
部
健
太
郎
山
は
、
秀
吉
と
秀
次
の
関
係
は
並
立
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
縦
列
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
こ
の
願
文
も
豊
臣
氏
長
者
と
し
て
発
し
た
も
の
と
凡
ら

れ
る
が
、
養
父
で
あ
る
太
閤
秀
吉
の

の
有
無
に
つ
い
て
は
、

関
連
す
る
史
料
も
な
く

判
断
は
保
官
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

現
存
す
る
禅
昌
の
社
家
日
記
に
お
い
て
は

松
純
院
と
関
白
秀
次
と
の
交
流
の
様
子
が
京
一
十
は
見
受
け
ら
れ
る
。

社
家
日
記
明
文
総
凶
年
四
月
一
六
日
条
の
一
記
事
が
参

考
に
な
る
。
次
に
掲
げ
る
。

ウ

タ

イ

（

什

）

十
六
日
、
（
中
略
）
紹
巴
よ
り
郁
朗
ハ
へ
人
給
、
関
白
様
ヨ
リ
仰
被
出
依
講
之
本
住
被
遊
候
へ
と
被
仰
候
、
就
立
（
、
当
社
ノ
い
わ
れ
を
御
尋
候
、
（
後
略
）

一
括
は
、
当
時
の
公
家
・
武
家
の
教
養
の
一
つ
で
あ
る
。
秀
次
が
関
白
と
し
て
教
養
を
得
る
さ
い
に
、
述
歌
一
川
盟
村
利
己
晶
子
岳
父
た
る
松
梅
続
禅
組
ハ
を
頼
っ
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
紹
巴
は
北
野
社
お
よ
び
松
椀
院
に
出
入
り
す
る
当
代
最
高
の
述
歌
仰
で
あ
り
、
松
梅
院
を
は
じ
め
と
す
る
耐
官
も
ま
た
、
北
肝
札

に
お
け
る
法
楽
連
歌
の
担
い

で
あ
り
、
名
手
で
あ
っ
た
。
秀
次
は
、
連
散
を
め
ぐ
る
当
時
二
況
の
交
流
に
も
参
与
し
た
の
で
あ
る
。

- 11 

’h

れヘ今」、

、J
4
L
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松
栴
院
牢
人
の
原
因
と
な
っ
た
秀
次
事
件
の
経
緯
を
見
て
み
よ
う
。

宮
仕
日
記
の
抄
出
と
見
ら
れ
る

「
北
貯
日
記
、
文
禄
凶
年
七
月
八
日
条
に
は
次
の
記
事
が

見
え
る
。

F
W
H
）

A

仙
台

八
日
、
己
卯
、
於
加
茂
中
大
路
英
一
介
一
一
、
連
歌
有
り
、
廿
疋
樽
ス
也
、
出
座
ス
半
、
同
八
日
、
楽
楽
・
伏
見
之
不
忠
之
儀
、
能
門
方
δ
一
世
一
日
中
越
シ
候
ニ
よ
り
、

之
ウ
ラ

5
二
一
付
ニ
て
初
来
し
、
各
経
立
、
拙
子
も
京
衆
と
同
道
し
、
京
口
迄
連
立
、
夫
δ
一
人
帰
ル
、
迎
之
者
共
跡
δ
帰
ル

こ
の
宮
仕
は
、
賀
茂
社
社
家
の
中
大
路
甚
助
家
で
の
連
歌
に
参
加
し
て
い
る
日
夜
中
に
、
「
緊
楽
ー
一
（
開
店
秀
次
）

と
「
伏
見
」
（
太
閤
秀
吉
）

と
の
間
に
生
じ
た
「
不
慮

之
儀
」
を
宮
仕
能
門
か
ら
知
A

り
さ
れ
た
。
「
一
小
慮
之
儀
」
と
は
、
も
ち
ろ
ん
秀
次
の
高
野
山
へ
の
移
徒
で
あ
る
。
述
歌
へ
の
参
加
者
に
と
っ
て
相
当
大
き
な
街
墜
で
あ
っ

た
と
見
ら
れ
、
連
歌
は
途
中
で
中
止
さ
れ
、

み
な
早
々
に
帰
宅
し
て
い
る
。
不
穏
な
情
勢
を
み
な
看
取
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

( 64) 



秀
次
は
、
出
京
か
ら
七
百
後
の
一
五
日
に
高
野
山
で
切
殺
し
た
。
矢
部
健
太
郎
∞
は
、
こ
の
切
腹
を
秀
吉
の
命
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
秀
次
自
身
の

γ円
ト
4

山
フ
h
v
J
M
U
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そ
の
た
め
に
混
乱
が
拡
が
っ
た
と
指
摘
す
る
。
豊
臣
秀
次
切
腹
伴
衆
・
処
罰
衆
等
注
文
写
ω
に
よ
れ
ば
、

た
「
関
白
御
腹
之
御
友
衆
」
と
し
て
、
小
姓
山
本
主
殿
・
山
田
三
十
郎
・
不
破
万
作
の
三
人
の
他
に

の
と
し
、

上
様
（
豊
臣
秀
次
）
が
自
ら
の
自
刃
の
前
に
介
鈴
し

す
な
わ
ち
虎
岩
玄
降
が
い
た
川
口

虎
岩
玄
院
は
京
福

で
あ
る
が
、
向
院
は
秀
次
が
開
い
た
寺
院
で
あ
る
。
秀
次
が
帰
依
す
る
僧
侶
も
殉
死
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
注
文
中
の
「
関
白
様
就
御
切
腹
ニ
被
仰
出
候
之
切
腹
之
衆
」
に
は
、
「
名
字
忘
候
蔵
人
殻
化
野
に
て
」
と
あ
る
。
藤
田
恒
春
山
に
よ
れ
ば
、
「
北
肝
」

で
果
て
た

の
は
、
尾
張
白
星
崎
城
主
で
、
側
室
お
た
つ
の
父
で
あ
っ
た
山
口
半
左
衛
門
重
勝
（
松
雲
）

で
あ
る
。
お
た
つ
は
、
秀
次
の
男
子
「
御
百
様
」
を
も
う
け
て
い
た
。
山
口

重
勝
は
、
秀
吉
の
命
に
よ
り
、
七
月

八
日
に
「
北
野
」
辺
で
切
腹
し
た
。

秀
次
の
妻
妾
の
父
が
処
断
さ
れ
た
例
は
他
に
も
あ
る
。
右
大
臣
菊
亭
哨
季
は
、
七
月
二
五
日
に
秀
吉
か
ら
越
後
国
（
新
潟
県
）
へ
の
遠
流
を
命
じ
ら
れ
た
。
そ
の
則
一
山
は
、

神
道
家
吉
田
家
当
主
兼
見
の
日
記
で
あ
る
「
兼
見
郷
記
」
ω
に
よ
れ
ば
、
「
今
度
息
女
一
ノ
台
之
儀
ニ
付
」
、
す
な
わ
ち
晴
季
の
女
子
が
秀
次
の
御
台
所
で
あ
っ
た
め
で
あ
る

す
る
。
哨
季
に
「
当
時
此
一
人
、
公
儀
諸
事
取
沙
汰
也
、
公
私
大
切
之
仁
也
」
と
好
評
側
を
下
す
吉
田
兼
見
は
、

六
日
の
発
足
前
に
細
川
幽
斎
と
と
も
に

「
見
舞
」
に

「
兼
見
郷
記
」
に
は
、
同
じ
二
六
日
に
、
秀
次
家
臣
木
村
常
陸
介
重
京
の
女
房
と
息
女
が
三
条
河
原
で
成
敗
さ
れ
た
こ
と
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。
女
房
と
、

山
日
前
の

-12-

向
か
っ
た
が
叶
わ
ず
、
「
無
是
非
次
第
也
」
と
嘆
息
を
漏
ら
し
て
い
る
。

一
一
一
一
自
に
法
華
堂
で
切
腹
し
た
一
六
歳
の
嫡
男
と
は
巣
首
さ
れ

一
一
一
歳
の
息
女
は

ハ
ツ
ケ
」
（
煤
）
に
か
け
ら
れ
た
。

そ
し
て
、
八
月

（

松

出

限

）

「
せ
う
は
い
殿
御
子
お
さ
こ
さ
ま
廿
八
、
こ
の
御
子
御
ミ
や
様

一
日
に
秀
次
の
妻
妾
三
回
人
・
子
女
三
人
が
三
条
河
原
で
処
刑
さ
れ
た
。
豊
臣
秀
次
妾
衆
車
注
文
明
に
よ
れ
ば
、
七
桝
の
車
の
う
ち
「
一
番
之
車
」
に

っ
し一一

の
姿
が
あ
っ
た
。
お
さ
こ
は
「
さ
衣
の
か
さ
ね
の
つ
ま
の
た
め
な
れ
ハ
残
ら
て
身
采
間
賠
し
か
ら

ま
し
」
な
る
辞
祉
の
勾
を
残
し
て
い
る
情
。

八
月
一
五
日
に
は
、
松
梅
院
に
も
出
入
り
す
る
連
歌
抑
里
村
総
巴
が
近
江
田
（
滋
賀
県
）
三
井
寺
に
隠
遁
さ
せ
ら
れ
た
。
古
田
兼
見
は
「
今
度

在
之
」
問
と
記
し
て
お
り
、
紹
巴
も
ま
た
秀
次
事
件
に
連
座
し
た
の
で
あ
っ
た
。
翌
一
六
日
付
、
龍
似
体
配
流
中
の
近
衛
信
柿
に
宛
て
ら
れ
た
近
衛
前
久
書
状
写
引
に
は
、
「
約

（

雑

f
）

か
た
ひ
ら
一
に
て
を
い
う
し
な
ハ
れ
候
と
申
候
、
日
間
叱
も
定
迷
惑
一
川
中
候
か
と
中
候
」
と
あ
る
。 殿

fil:ll 
扶

jζ 

子
高Ill

巴
も
秀
次
へ
さ
し
出
知
行
な
と
取
候
山
事
之
出
候
て
、

こ
の
よ
う
に
、
秀
次
の
妻
子
・
家
目
だ
け
で
な
く
、

そ
の
焔
威
、
親
し
き
者
た
ち
が
厳
し
く
処
断
さ
れ
て
い
っ
た
。
宮
仕
の
「
北
野
日
記
」
文
禄
凶
年
八
月
一
五
日
条

二
十
品

次
の
記
事
が
あ
る
。



十
五
日
、
一
丙
戊
、
松
椀
悦
放
火
せ
ら
る
る
と
て
、
以
外
ニ
さ
わ
く
、
子
細
者
重
て
可
書
む

重
ね
て
書
く
べ
き
子
F

制
と
は
、
秀
次
事
件
と
の
関
係
で
あ
ろ
う
。
里
村
紹
巴
が
料
開
遁
さ
せ
ら
れ
た
そ
の
日
に
、
松
梅
院
が
放
火
さ
れ
る
と
い
う
風
評
が
五
っ
て
い
た
。

お
そ
ら
く
は
、
松
梅
院
も
ま
た
、
秀
次
の
姻
戚
と
し
て
処
罰
さ
れ
る
も
の
と
騒
が
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
兼
見
卿
記
」
八
月
二
凶
日
条
に
は
、
次
の
よ
う
な

伝
聞
が
記
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

伝
問
、
北
野
松
椀
院
一
類
悉
令
逐
一
屯
云
々
、
今
度
怠
女
故
也
、
一
小
慮
之
仕
合
也

吉
田
兼
見
に
、
秀
吉
の
処
罰
を
怖
れ
た
「
松
梅
院
一
類
」
が
み
な
逐
電
し
て
し
ま
っ
た
と
伝
え
ら
れ
た
。
三
年
に
及
ぶ
松
梅
抗
の
牢
人
の
始
ま
り
で
あ
る
。
禅
問
日
の
社

家
日
記
伽
慶
一
長
九
年
（
一
六

O
四）

一
二
月
二
五
日
条
に
は
、
次
の
記
事
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

秀

次

（

怖

い

け

叔

件

、

お

さ

こ

）

文
禄
四
年
か
五
年
か
ニ
関
白
様
高
野
ニ
て
御
は
ら
め
し
、
其
後
、
我
等
お
は
な
と
に
若
君
御
産
候
と
て
、
悉
三
条
川
原
に
て

波

長

（

甜

叫

）

松
梅
院
も

O
二
一
年
ノ
八
月
迄
牢
々
仕
、
此
向
ノ
補
任
ニ
無
神
判
、
御
一
止
台
ノ
裏
判
な
と
無
之
候

（

持

山

）

｛

成

以

｝

太
閤
様
よ
り
御
せ
い
は
い
也
、
立
（
故

松
梅
院
の
牢
人
中
に
は
、
松
梅
院
が
な
す
べ
き
北
野
社
内
の
初
任
状
へ
の
神
判
や
御
正
体
へ
の
裏
判
な
ど
が
行
わ
れ
な
く
な
り
、
異
常
な
事
態
が
生
じ
た
。
ま
さ
に
松

梅
続
空
位
時
代
が
到
来
し
た
仙
0

成
述
し
た
よ
う
に
、
そ
の
間
は
妙
蔵
院
禅
祐
が
両
官
と
し
て
祭
一
紀
・
述
営
に
あ
た
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
禅
祐
は
禅
、
水
・
お
さ
こ
と

は
兄
弟
の
は
ず
で
あ
る
が
、
述
座
し
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
禅
臼
田
の
社
家
日
記
川
慶
一
長
六
年
（
一
六

O
一
）
一
正
月
三

O
日
条
に
よ
れ
ば
、
禅
興
が
死
ん
だ
際
に
「
出
家

ハ
J

減
計
ノ
け
か
れ
伎
、
祖
父
な
と
に
ハ
一
切
無
之
、
妙
蔵
院
ハ
他
家
ニ
被
成
候
故
け
か
れ
無
之
候
」
と
あ
り
、
妙
蔵
院
主
は
あ
く
ま
で
も
松
梅
院
と
は
他
家
と
し
て
抜
わ

れ
て
い
た
た
め
と
見
ら
れ
る
。

で
は
、
松
梅
院
の
復
権
は
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
柏
田
寺
西
笑
承
免
の
書
状
案
U

に
よ
れ
ば
、
慶
長
一

月
に
秀
次
の
侍
医
で
あ
っ
た
山
佐
瀬
正

紹
（
玄
朔
。
道
三
養
子
）
が
秀
次
事
件
に
連
～
座
し
て
命
じ
ら
れ
て
い
た
謹
慎
を
解
か
れ
、
「
出
入
自
由
」
と
な
っ
た
。
し
か
も
、
こ
の
赦
免
は
里
村
紹
巴
と
同
様
と
記
さ

-13-
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れ
て
い
る
。

秀
吉
が
市
銘
ず
る
半
年
前
に
な
っ
て
よ
う
や
く
、

里
村
総
巴
や
出
直
瀬
正
紛
ら
の
復
権
が
実
現
し
た
。

秀
次
事
件
後
の
川
火
作
山
な
事
態
か
ら
の
同
復
が
開
始
さ
れ

( 61 ) 

た
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
、
秀
吉
の
死
の
前
日
に
、
松
梅
段
は
山
何
日
間
を
新
院
主
と
し
、
復
権
が
な
さ
れ
た
。
復
権
当
日
の
一
七
日
に
は
、

松
椀
院
宛
て
に
発
給
さ
れ
た
。
次
の
知
行
目
録
叫
が
後
者
の
朱
印
状
に
相
き
す
る
。

日
μ
一下J
一－Ed
－
－
手
水

fy
一↓11才

んスノ’
1
7ノ
ド
仁
r
Y
4
F
J
d
八
百
寸

一
、
八
拾
七
一
わ
三
斗
告
升

一
、
、
L
K
1
L

一1
7＼
し
l

一

I
ノ
も
引
H
J
j’
7
イト

1

／、ム

一
、
参
拾
山
石
五
斗
六
升

一、口プ山口」＼一
1
4
L
L
I
L、
十
i

一
り
ト
4
7
J

ノ7
4
・J
ノ、、一一／
4

j

一
、
一
＼
ヘ
ゴ
ロ
コ
ー
ミ

lr

一
」
ノ
も
お
Vト
7
f
J

ノ、、「

一
、
七
拾
五
石
壱
斗
三
升

、
L
K
1

一二一］一＼
L
l
℃
ト
l

一
寸
ノ
ヤ
引
二
一
一
F
A
ト」／
J

一手／午／

L
I
一1L
了

i
一1

／｛仁コ
l

一コ仁
7
《

右
、
令
扶
助
託
、
全
可
領
知
候
也

慶
長
参
年
八
月
十
七
日

五
奉
行
の
「
折
紙
一
と
、
秀
吉
の
朱
印
状
と
が

l••J l•iJ 1；”1 [,;j [Jj i成

！？立相Jl I二酉ド大上州
賀 薮野
茂！涜＇I~色村村
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41
、
2

－j
 

i
Bノ）
 

~－ i土I
ノJ、

朱
印
）

二iヒ
野爪A

L
仙
昨
日
比

J
T
J
T
J
 

禅
日
日
は
二

O
日
に
所
可
代
下
代
の
葛
西
一
長
弘
に
伴
わ
れ
て
北
野
へ
向
か
い
、
家
屋
敷
を
受
け
取
っ
た
。
こ
の
と
き
、
宮
仕
を
は
じ
め
北
野
社
の
者
た
ち
が
出
迎
え
た
と

い
う
。
樹
立
々
二
二
日
に
家
の
屋
根
茸
き
を
し
、
九
月
一
日
に
こ
の
屋
敷
を
「
本
家
ー
一
と
し
た
。
同
月
一
七
日
に
は
「
太
悶
係
ヨ
リ
寺
々
へ
御
ゆ
ひ

八
木
」
が
下
行
さ



れ
た
。
禅
畠
は
、

。
)CJ 

五
百
付
で
三
戦

す
な
わ
ち
御
殿
大
預
職
・
神
事
奉
行
職
・
八
ム
文
械
を
初
任
さ
れ
た
。
日

2

一L

、1J
二
十
品

刀
工
一
一
／

1
1
1
V
1
t

戸
r
J
1
ゴ
円
J
K
m
d
f
L
J
L

可
ノ
戸
、
、
：
江
リ
，
H
H
〈ノ

ゲ

iyド
百
カ
ヰ
ゲ
て
し
ナ
人
ム
リ
ザ

σ

な
い
代
替
の
礼
と
し
て
、

三
職
補
任
の
御
礼
を
名
目
に
受
殊
院
へ
出
仕
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
秀
次
事
件
で
牢
人
し
た
「
松
梅
院

類
」
は
北
野
社
一
判
官
と
し
て
復
権
し
、
神
日
間
が
正
式
に
院
、
王
と
な
っ
た
。
秀
吉
に
よ
る
秀
次
事
件
へ
の
述
座
に
よ

る
処
罰
は
、
こ
う
し
て
撤
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
転
出
を
見
せ
た
の
は
、
「
松
栴
院
一
類
」
に
対
す
る
措
誼
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
前
町
、
一
六
日
に
は
、
秀
吉
が
建
立
し
慶
長
一
一
ん
年
（

4
1
L

’
し
‘
＼
／

…
／
ム
イ
ノ
」
／
」

の
大
地
震
で
損
傷
し
た
方
広
寺
大
仏
の
代
わ
り
と
し
て
選
さ
れ
た
信
濃
回
（
長
野
県
）
善
光
寺
の
善
光
寺
如
来
が
送
り
返
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
公
家
山
科
一
…
一
一
口
経
は

経
卿
記
、
慶
長
三
年
八
月
一
六
日
条
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

、
善
光
寺
如
来
、
今
日
中
刻
二
出

太
閤
本

国
斐＿＇.，

~ 

有
之
El:! 

御
朱
印
有
之
云
々

明
朗
也
一
広
々

入
～
伐

J今

i：可（
）；仁＂

1t 
参
壬lニニ

’げ女川

ω
叱
JHdh℃己品川了、

ノ

J
i
，ブ、－
J

，

仁

卜

i

－三二一一
U

夜
半
過
帰
宅
了
、
貴
賎
群
衆
也
云
々

15 

秀
吉
の
死
の
直
前
に
は
、
松
椀
院
を
は
じ
め
秀
次
事
件
に
連
座
し
た
者
の
復
権
が
な
さ
れ
て
い
た
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
秀
吉
の
夢
想
に
よ
り
、
な
か
ば
強
引
に

選
さ
れ
て
い
た
善
光
寺
如
来
が
突
如
と
し
て
本
国
へ
一
反
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
を
知
っ
た
貴
賎
は
、

の
子
で
あ
る
一
一
一
一
口
緒
ら
家
族
を
は
じ
め
、
如
来
に
群
参
し

た
と
い
う
。
こ
の
善
光
寺
如
来
の
一
件
に
お
い
て
も
、

の
朱
印
状
が
発
給
さ
れ
て
い
た
と
記
さ
れ
て
お
り
、
秀
吉
が
こ
れ
ま
で
の
態
度
を
改
め
た
よ
う
に
見
受
け
ら

れ
る
。し

か
し
、
こ
れ
ら
の
決
定
は
、
果
た
し
て
秀
吉
の
命
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
八
月
一
八
日
の

の
死
は
伏
せ
ら
れ
て
い
た
。
死
の
七
日
後
で
あ
る
八

月
二
五
日
に
、
朝
鮮
出
兵
を
収
拾
す
る
た
め
に
、
秀
吉
の
朱
印
状
が
発
給
さ
れ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
づ
朱
印
状
は
、
本
人
不
在
で
も
発
給
が
可
能
で
あ
っ
た
。

松
椀
院
を
復
権
さ
せ
た
秀
吉
朱
印
の
知
行
目
録
に
つ
い
て
も
、
死
の
前
日
の
発
給
と
は
い
え
、
本
人
の

に
よ
る
も
の
か
否
か
、

十
品
二
十
で
二
五
仁

ηリ
、
、
ド
仕
え

7
p
o

l
v
ナ／

l
k
止
／
民
知
行
什
い

7
7
－

b
ノ
フ
ノ

既
述
し
た
よ
う
に
、
松
梅
院
の
復
権
時
に
、
具
体
的
に
指
示
を
出
し
て
い
た
の
は
五
奉
行
で
あ
る
。
こ
の
と
き
の
知
行
目
録
の
発
給
を
は
じ
め
と
す
る
松
梅
院
の
赦
免
、

善
光
寺
如
来
の
帰
座
な
ど
は
、
秀
吉
で
は
な
く

一
工
ゴ
父
二
下
J

1
ノ

ヨ
ヨ
ク
f
o

に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
そ
れ
は
、
秀
次
事
件
の
日
以
終
的
な
決

着
と
も
一
一
一
一
口
え
、
秀
次
事
件
以
来
の
秀
吉
に
よ
る
無
理
の
あ
る
処
断
は
撤
回
さ
れ
た
。
秀
次
事
件
後
に
始
ま
る
呉
常
事
態
の
収
拾
は
、
秀
吉
の
最
晩
年
に
五
奉
行
に
よ
っ
て
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計
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

回
、
一
服
官
筆
頭
松
梅
院
の
定
着

そ
れ
で
は
、
北
野
社
の
一
例
官
、
と
く
に
松
梅
院
は
、
豊
臣
秀
吉
・
秀
次
と
の
関
わ
り
の
な
か
で
、
ど
の
よ
う
に
変
貌
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
最
後
に
こ
の
点
を
考
察
す
る
。

そ
も
そ
も
北
野
社
の
副
官
に
つ
い
て
は
、

「
北
野
誌

τの
理
解
が
一
一
般
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち

別
当
職
に
あ
る
日
山
正
殊
院
百

ヒ予
JhB
十
ム
士
完
J
K
M
J
1
一7
J
L
t

j
・
烈
士
官
制
ド
ネ
」
イ
－
14日川
M
J
H
N
3
1
4
7
1
1
よ／

の
も
と
、
法
体
で
奉
仕
す
る
世
裂
の
三
家
、
す
な
わ
ち
松
梅
院
・
徳
勝
院
・
妙
蔵
院
と
さ
れ
て
い
る
。
同
書
に
よ
れ
ば
、
筆
頭
た
る
松
梅
院
の
始
ま
り
は
寛
弘
元
年
（
一

O
O
凶）

一
O
月
一
一
一
日
、

の
と
き
と
さ
れ
る
。
そ
の
際
に
、
菅
原
道
真
の
五
世
孫
、
道
真
長
男
高
視
の
曾
孫
で
あ
る
従
五
位
菅
原
町
…
行
が
召
し
出
さ
れ
、
社
務

一
条
天
皇
の

神
事
奉
行
職
に
補
任
さ
れ
、
祭
配
を
司
る
こ
と
に
な
っ
た
と
あ
る
。
照
行
の
子
孫
は
堂
上
菅
家
の
猶
子
と
な
り
、
得
度
の
さ
い
に
は
長
殊
院
宮
を
戒
師
と
し
て
相
続
し
て

き
た
と
い
う
c

松
梅
院
は
、
神
事
奉
行
職
と
と
も
に
神
殿
大
預
職
・
公
文
織
を
世
襲
し
、

そ
の
僧
職
は
、
受
殊
院
宮
の
執
奏
を
経
て
権
律
師
法
橋
よ
り
進
み
、
権
大
僧
都

法
印
に
叙
せ
ら
れ
る
こ
と
を
例
と
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
説
明
は
、
社
家
日
記
や
北
野
神
社
文
書
を
見
る
限
り
検
一
討
を
要
す
る
。
山
本
隆
志
川
は
、
室
町
期
の
一
耐
官
の
地
位
を
見
る
指
標
と
し
て
定
利
将
軍
＝
一
系
御

一
帥
職
の
あ
り
方
に
注
日
す
る
こ
と
に
よ
り
、
建
武
三
年
（
一
三
三
六
）
に
足
利
尊
氏
・
直
義
に
よ
っ
て
御
防
職
に
補
任
さ
れ
た
石
見
法
印
禅
紡
と
助
法
眼
守
慶
が
耐
官
の

以
後
、
一
両
者
と
そ
れ
ら
の
系
統
が
対
立
、
競
合
し
た
も
の
の
、
観
応
一
一
一
年
（
一
三
五
二
）
に
守
慶
系
の
両
官
光
菌
院
が
没
落
し
、
至
徳
年
間
（
一
三
八
凶

j
八
七
）
に
禅
防
の
子
と
さ
れ
る
松
椀
院
禅
厳
が
「
奉
行
職
」
川
を
獲
得
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
山
田
雄
司
川
は
、
北
野
社
の
将
軍
家
御
師
職
が
尊
氏
に
よ
っ
て
京

都
と
そ
の
周
辺
の
諸
社
に
先
行
し
て
成
立
し
、
幕
府
と
の
関
係
を
強
め
た
と
す
る
。
二
一
枝
悦
子
団
は
、
禅
厳
を
院
主
と
す
る
松
梅
院
の
初
出
は
明
徳
二
年
（
一
三
九
一
）

起
源
で
あ
り
、

と
推
定
さ
れ
る
年
欠
七
月
二
九
日
付
の
室
町
幕
府
奉
行
人
松
田
貞
秀
書
状
写
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
佐
々
木
創
刊
は
、
水
正
年
間
（
一
五

O
山
i
二

二

の
い
伴
光
に
至
る

松
梅
続
一
流
代
の
あ
り
方
を
綿
密
に
解
明
し
、
松
椀
院
、
庶
流
盛
輪
院
・
蓮
浄
坊
、
松
悔
院
禅
親
改
易
後
に
禅
盛
が
松
梅
院
主
と
な
る
官
来
院
ら
耐
官
の
系
譜
を
復
元
す
る
。

こ
れ
ら
の
両
官
は
、
鍋
出
英
水
子
山
が
松
梅
院
禅
光
の
父
禅
予
の
時
代
を
中
心
と
し
て
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
「
一
社
」
と
呼
称
さ
れ
る
集
団
を
形
成
し
て
い
た
。
こ

こ
で
は

一
社
構
成
員
全
員
が
連
署
す
る
害
状
写
出
晶
子
、
永
正
一
五
年
（
一
五
一
八
）

ネI:
を

と
見
ら
れ
る
「
一
社
名
帳
、
と
題
す
る
書
上
か
ら
、
、
水
正
年
間
に
お
け
る

見
て
み
る
こ
と
に
す
る

一
社
の
員
数
は
、
時
期
に
よ
っ
て
変
動
す
る
が
、
、
水
一
止
年
間
に
つ
い
て
は
一
六
人
を
定
員
と
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ

表
参
照
）
。
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の
中
で
は
執
行
を
上
位
と
し
、
序
列
が
存
在
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
上
位
の
六
人
は
、

六
一
桝
と
称
さ
れ
町
、
正
月
一
四
日
に
禁
裏
・
仙
沼
・
摂
関
家
・
酋
閣
寺
家
・
将
軍
家
・
別
当
な
ど
へ
贈
る
巻
数
の
祈
鵡
分
担
者
、
法
華
堂
御
汁
菜
の
役
者
な
ど
と
な
る
。

こ
の
集
団
は
「
嗣
官
中
」
「
社
家
中
」
な
ど
と
も
称
さ
れ
て
い
る
の
で
、

て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
、
水
正
九
年
（
一
五
三
二
・

一
社
と
は
明
ら
か
に
ね
判
官

一
和
尚
・
二
和
尚

（
二
人
）
・
都
維
那
（
二
人
）

か
ら
成
る

松
椀
院
禅
光
は
、
幼
名
を
梅
寿
丸
と

い
、
文
亀
二
年
（
一
五

O

一
O
年
（
一
五
二
ニ
）
時
点
の
副
官
に
は
、
存
在
す
る
は
ず
の
松
線
技
禅
光
が
含
ま
れ
て
い
な
い
。

ネ~：
永

の
集
団
で
あ
り
、
当
該
期
に
は
一
六
人
の
耐
官
か
ら
成
つ

一
二
月
一
三
日
に
将
軍
足
利
義
澄
の
袖
判
御
教
書
出
に
よ
っ
て
奉
行
職
・
御
師
織
を
継
点
し
、

で
あ
っ
た
が
問
、
天
折
す
る
ま
で
、
少
な
く
と
も
文
亀
元
年
（
一
五

O

二

院
主
と
な
っ
て
い
た
。
禅
光
の
前
の
院
主
は
、
そ
の
実
兄
禅
尊
（
春
松
丸
）

月
J¥ 
El 

ま
で
は
永
琳
院
禅
慶
が
奉
行
代
・
御
師
代
・
松
純
院
代
と
し
て
活
動
し
て
い
た
。
禅
光
は
、
代
替
り
し
た
後
、
遅
く
と
も
、
水
正
元
年
に
は
文
書
を
発
給
し
て
い
る
が
問
、

永正年潤（1504～ 21）北野社一社の洞宮

永正9年（1512) 永正 10年（1513)
永正 15年 (1518)
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（永琳i淀）禅寧 （貞福i淀）ネ4i応 ;1Jdft j淀事ji寧
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（梅香！淀）承舜 （大蔵郷）禅元 i'fU:香i淀承舜

（松光波）専慶 （梅香i淀）承舜 松光i史専慶

（欠員） （松光院）専慶 蓮浄坊持i養

（蓮浄坊）存ji養 （蓮浄坊）禅養 竜泉説明延

（竜泉Wit:)1v3延 （竜泉院） I努延 盛輪！民事ji秀

表

註）「引付（康正三年］一丑社家条々引1•J)J.永正 15「一社名 11長J
により作成。

7k正9~~三は妙蔵！涜祐嘉（宝成 i涜門弟）が正月に器盗人と

して捕縛されたため、 l名欠員。また、 i可15年 f一社＇.＇｛＝， ljljミ」
に一社はその員数が「十六人jとあり、その員数外である

政所花徳院光i止の名も記されている。

文
亀
三
年
（
一
五

O
三）

に
は
密
来
院
禅
問
…
が
松
椀
院
柳
寿
丸
代

と
名
乗
っ
て
活
動
し
て
お
り
、
そ
の
後
も
一
社
を
構
成
す
る
日
判
官

の
員
数
外
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
「

社
名
帳
一

-17-

に
あ
る
よ
う
に
、
遅
く
と
も
、
水
正
一
五
年
に
は
一
社
の
員
数
に
合

ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
は
い
え

一
社
内
で
は
六
一
剰
に
も
数

え
ら
れ
ず
、
そ
の
一
社
内
に
お
け
る
地
位
は
相
対
的
に
低
か
っ
た
。

禅
呂
の
祖
父
で
、
禅
光
の
後
継
者
で
あ
る
禅
興
の
場
合
も
、
当

初
の
地
位
は
不
安
定
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
禅
蹴
ハ
は
、

（

清

光

）

か
ら
二
二
歳
の
と
き
に
「
八
瀬
せ
い
く
わ
う
波
紋
」
の
御
供
を
し ｝；；主

牢
能
し
た
時
期
が
あ
る
倒
。
清
光
院
と
は

カ
ト
J

？ヨ一

F
M
L
1
X
J

・、、
1JK
、

市
寸
向
日
コ
秀
d
A
1
E
J

つ
Z
Mパ

iJHI 
11]1] 

員
姉
の
生
子
局
で
あ
る
。
設
楽
葦
…
ω
に
よ
れ
ば
、
佐
子
局
は
、
将
軍

足
利
義
晴
の
養
育
に
あ
た
っ
た
と
推
定
さ
れ
、
義
晴
が
将
軍
職
を

襲
う
と
、
訴
訟
を
取
り
次
ぎ
、
介
入
す
る
な
ど
政
治
的
影
響
力
を

も
っ
て
い
た
女
房
衆
の
一
人
で
あ
る
。
天
文
三
年
（
一
一
九

( 58) 



近
衛
家
か
ら
の
御
台
所
の
輿
入
れ
後
に
御
所
を
退
出
し
、
八
瀬
に
隠
棲
し
て
清
光
悦
と
称
し
た
と
い
う
。

禅
阻
ハ
が
清
光
院
の
も
と
に
親
し
く
出

リド日仏、

ηノト
L
y
t
！

1
1し
こ
十
品

λ

字

Hノ

σネ
ム
秀
i
i
－一一一日

l
－
w

入
り
す
る
記
事
が
散
見
さ
れ
る
。
ま
た
、
神
興
に
は
、
弟
に
松
千
代
丸
（
後
の
禅
祐
）
が
い
た
が
、
天
文
凶
年
（
一
五
三
五
）
か
ら
六
年
（
一
五
三
七
）
ご
ろ
と
凡
ら
れ

る
年
欠
二
一
月
一
二
日
付
の
密
蔵
院
雑
掌
重
定
唯
一
日
状
川
に
は
、
「
号
禅
光
跡
目
、
松
千
叶
一
代
境
内
相
触
一
石
々
」
と
あ
る
。
後
継
者
で
あ
る
い
仰
興
を
押
し
の
け
叫
、
松
千
代
丸

の
代
官
を
名
乗
り
、
し
か
も
松
千
代
丸
を
禅
光
の
後
継
者
と
偽
る
耐
官
が
い
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
持
光
も
、
禅
興
も
、
北
野
社
内
で
の
地
位
は
不
安
定
で
あ
っ
た
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。
し
か
し
、
不
安
定
で
あ
っ
た
の
は
他
の
嗣
官
も
同
じ
で
あ
っ

た
。
後
継
者
の
不
在
に
よ
り
、
ま
た
は
罪
科
に
よ
り
断
絶
す
る
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

松
梅
院
と
と
も
に
幕
末
維
新
期
ま
で
続
く
妙
蔵
院
に
つ
い
て
見
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

『
北
野
誌
』

に
よ
れ
ば
、

」
＼

1
1
J
1し
？
i
i
乍

一

r
y

」
ノ
ド

y
J
j
rト
ト
［
℃
会
ノ

今
ノ
長
完
十
品

Fηυ
ハ
叶
訂
バ

Mrυι
ト

p
l

‘

戸
、
一
水
ヨ
一
じ
－
仁
i

二
ノ
日
刊
川
↑
－
ノ
ノ
J

1rn 
Jヒ

治
比
文
子
、
近
江
田
比
良
官
補
宜
神
良
種
と
合
力
し
て
北
野
の
神
殿
を
造
立
し
た
朝
日
寺
別
当
日
一
以
珍
の
後
商
と
さ
れ
、
神
殿
職
・
公
文
職
を
叶
一
襲
し
、
禁
裏
御
附
職
も
預
か
っ

た
こ
と
か
ら
勅
願
所
と
称
さ
れ
た
と
あ
る
。

し
か
し
、
妙
蔵
続
は
、
前
掲
の
表
に
も
示
し
た
よ
う
に
、
、
水
正
九
年
（
一
五
一
二
）

に
妙
蔵
院
祐
嘉
（
（
一
ム
成
院
内
弟
）
が
正
月
の
川
市
盗
人
と
し
て
捕
縛
さ
れ
、
一
制
官
か

ら
も
除
名
さ
れ
、
中
絶
し
て
い
る
。
禅
興
の
社
家
自
記
刷
、
水
禄
三
年
（
一
五
六

O
）

三
日
条
に
よ
れ
ば
、

ゆ
ゾ
山
氏
ム
円
山
花
十
品
、

・4
“日

H川
H
υ
B
I
t－‘

松
梅
院
禅
光
の
代
に
は
じ
め
主
持
坊
と

月

称
し
た
と
あ
り
、
禅
乗
の
名
が
見
え
る
。
同
条
に
は
宝
持
坊
が
そ
の
後
に
妙
蔵
院
と
名
乗
っ
た
と
あ
る
。
宝
持
坊
禅
来
は
、
あ
る
時
点
で
、
中
絶
し
て
い
た
妙
蔵
院
の
職

を
継
承
し
た
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

そ
の
妙
蔵
院
禅
来
は
、
松
梅
院
の
「
門
弟
」
を
後
継
者
と
し
て
迎
え
、
（
一
色
一
持
坊
と
名
乗
ら
さ
せ
る
。
こ
の
門
弟
と
は
、
禅
興
の
弟
松
千
代
丸
で
あ
る
。
宝
持
坊
松
千
代

丸
は
、
永
禄
三
年
（
一
五
六

O
）

一
日
に
三
綱
を
補
任
さ
れ
、
禅
祐
と
名
乗
る
。
禅
祐
は
、
こ
の
と
き
六
歳
で
あ
っ
た
。
六
歳
児
に
三
綱
を
補
任
す
る
に
際
し

一O
月

て
は
異
論
が
あ
っ
た
が
、
禅
問
胤
ハ
は
、
「
禅
之
字
付
上
者
、
一
叶
被
出
世
」
と
述
べ
、
強
行
な
態
度
を
と
っ
た
。
社
家
日
記
の
中
で
、
「
禅
之
字
」
を
付
け
る
も
の
は
「
当
院

る
い
」
で
あ
り
、
「
他
の
門
弟
ニ
不
可
有
之
」
と
述
べ
て
い
る
。
妙
蔵
院
は
、
禅
祐
の
継
承
に
よ
っ
て
、
同
族
結
合
た
る
「
松
椀
院
一
類
」
に
併
呑
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

禁
裏
御
帥
職
に
つ
い
て
は
、
「
北
野
誌
』

が
述
べ
る
よ
う
に
、
宝
持
坊
な
い
し
妙
蔵
続
が
は
じ
め
か
ら
有
し
て
い
た
と
は
思
え
な
い
。

後
奈
良
天
皇
焔
旨
写
山
に
よ
れ
ば

日
判
官
の
煤
輪
院
禅
秀
は
、

天
文
二
二
年
（
一
五
五
三
）
六
月
八
日
に
禁
裏
御
一
内
戦
に
補
任
さ
れ
、
真
満
院
・
妙
蔵
続
な
ど
の
坊
地
・
坊
館
、
所
々
に
散
在
す
る
買
得
地
な

ど
の
当
知
行
を
安
堵
さ
れ
て
、
「
皇
家
之
一
再
興
」
を
祈
念
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
翌
々
二
四
年
八
月
二
町
付
の
後
奈
良
天
皇
論
旨
写
川
に
よ
れ
ば
、
林
一
一
小

裏
御
一
州
戦
が
数
代
に
わ
た
っ
て
真
満
院
に
相
承
さ
れ
、
開
院
主
で
あ
っ
た
故
例
祇
法
印
が
妙
政
院
を
兼
荷
し
て
以
来
、
坊
地
・
坊
領
も
間
続
の
当
知
行
と
な
っ
た
と
い
う

( 57) 
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事
実
が
明
白
に
な
っ
た
と
い
う
。
真
満
院
・
妙
蔵
院
が
退
転
し
た
と
盛
輪
院
科
秀
が
偽
っ
て
い
た
こ
と
も
露
顕
し
、

二
年
前
の
論
旨
は
棄
似
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら

の
職
は
妙
蔵
院
に
談
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
弘
治
三
年
（
一
五
五
七
）

に
な
っ
て
正
式
に
盛
輪
続
押
秀
か
ら
妙
蔵
悦
主
の
松
千
代
丸
に
譲
り
渡
さ
れ
た
。
次
の

弘
治
三
年
二
月

六
日
盛
輪
続
禅
秀
談
状
刷
は
そ
の
譲
渡
時
の
文
書
で
あ
る
。

盛
輪
段
領
井
真
満
院
同
、

妙
政
院
口
、

木
氏
」
円
三
f
廷が－

m叩・
4

山
川
叩
徐
氏
全
戸
J

付
什
、

十

ム

7F
工
ヨ
ふ
小
ド
ィ

f
h
n
m叩
ιλ

二一
γ
↑一六

（総｝N
j
J
e
t
i「
、
、
「
！
？
1
7
1
1
f
t
’sad

－－：
f

、
1
1巴
H
H
J

伯
ピ
日
立
ノ
川
パ
／
L
方
制
下
知
誌
に
け
詞
文
相
一
口
川

令
譲
与
処
状
如
件

仏

υ～比

弘
治
参
年

月

日

存j1

秀
（
花
押
）

千
代
丸
殿

な
お
、
盛
輪
院
禅
秀
は
、
執
行
青
松
院
禅
充
と
と
も
に
、
こ
の
年
の

れ
て
い
る
加
。
こ
れ
に
よ
り
妙
蔵
院
は
、
盛
輪
院
・
真
満
院
の
地
内
戦
を
す
べ
て
統
合
し
て
所
持
す
る
こ
と
に
な
り
、

月
三

0
3、
柏
御
供
を
め
ぐ
る
「
さ
い
く
わ
」
に
よ
っ
て
、

三
好
長
慶
か
ら
附

JVを
命
じ
ら

は
じ
め
て
禁
裏
御
制
服
と
な
っ
た
の
で
あ
る
守

19 

以
後
、
相
当
進
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
禅
興
の
子
で
あ
る
持
、
水
の
代
に
は
、
品
川
見
距
政
権
が
境
内
の
検
地
を
実
施
す
る
さ
い
に
、
中
絶
し
た
耐
官
主
成

院
の
屋
敷
の
措
置
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
禅
呂
は
社
家
臼
記
同
天
正
一
九
年
（
一
五
九
二
三
月
四
日
条
に
、
「
玄
以
法
印
へ
参
候
へ
者
、
（
中
略
）
是
非
共
宝
成
院
ニ

か
つ
て
ん
に
て
、
（
中
略
）
宝
成
院
と
申
を
は
ミ
ぞ
く
し
た
て
中
と
の
義
候
、
茶
店
の
う
し
ろ
迄
屋
敷
ニ
給
之
山
被
仰
山
候
」

時
～
目
乃
流
～
発
合
立
、

F

刀
H
H吋

J
1
1
1
r
ι

旬、、明
4
F
f
j
ノ
1
4
3
L
v

・

跡
目
、
我
等
弟
を
す
へ
中
た
き
と
申
候
へ
者
、

と
記
し
て
お
り
、
宝
成
院
の
跡
職
も
「
松
椀
院
一
類
」
に
よ
っ
て
復
活
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
社
家
自
記
叩
慶
長
九
年
（
一
六

O
問）

月

五
日
条

に
見
え
る
松
梅
慌
の
一
円
知
行
分
に
は
、
「
玉
蔵
」
（
玉
蔵
院
）
、
「
せ
い
せ
う
ゐ
ん
」
（
青
松
院
）
、
「
成
輪
院
」
（
盛
輪
院
）
、
「
宝
成
段
」

の
屋
敷
が
合
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
一
判
官
の
械
を
奴
に
併
呑
し
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

1
7
1ノ
七
1
ヨ
ミ
、
－

J
P＼
手
ヨ
ト
ト
L
I
e
－LHリ
ー
ノ
ト
L

Y
－－！日
i
〕

刊

r～L
t
1
4
4
4
二

＼

そ
O
’
抗
日
サ
ペ
ヲ
叫
グ
ヨ
サ
ρド
法
主
日
口
町
一
ネ
L
J

諸
FF一一一日（
J

一
も
い
P
7
i
F

五
九
五
）
正
月
一
四
日
条
に
よ
れ
ば
、
「
社
家
五
人
」
、
す
な
わ
ち
一
例
官
は
五
人
に
集
約
さ
れ
て
い
た
。
こ

の
五
人
と
は
、
同
日
条
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
禅
問
削
ハ
（
松
梅
院
隠
居
、
禅
呂
祖
父
）
、
禅
祐
（
妙
蔵
院
、
持
品
大
収
父
）
、
禅
問
（
禅
日
日
叔
父
）
、
「
当
坊
」
（
松
悔
院
禅
、
示
、

禅
日
日
父
）
、
「
我
等
」
（
禅
昌
）

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
嗣
官
は
、
松
梅
院
禅
血
ハ
の

「
一
類
」
に

に
集
約
さ
れ
た
。
北
肝
社
の
川
奈
川
札
・
運
営
は
、
松
栴
院
の
同
族
結
合
を

某
一
盤
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
松
梅
院
に
と
っ
て
は
、
我
が
世
の
春
を
迎
え
た
と
い
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。
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し
か
し
、
「
松
梅
院
一
類
」
は
潰
滅
し
か
ね
な
い
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
た
。
豊
臣
秀
次
事
件
へ
の
連
座
で
あ
る
。
前
節
で
見
た
よ
う
に
、
松
梅
院
隠
居
禅
興
、
院
、
王
禅
、
水
、
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そ
し
て
宰
相
禅
昌
は
「
一
途
一
屯
」
し
、
「
一
類
」
で
あ
り
な
が
ら
幸
い
に
も
他
家
と
し
て
扱
わ
れ
た
と
見
ら
れ
る
妙
蔵
院
禅
祐
が
副
官
と
し
て
北
貯
社
の
祭
配
・
逆
営
を
取

り
仕
切
る
こ
と
に
な
る
。

と
は
い
え
、
秀
吉
最
晩
年
に
五
奉
行
が
推
し
進
め
た
秀
次
事
件
以
来
の
施
策
の
撤
回
に
よ
っ
て
、
「
松
梅
院
一

は
復
権
し
、
院
主
は
禅
昌
へ
と
代
替
り
す
る
。
復

権
後
の
禅
呂
は
、
そ
の
社
家
日
記
を
記
す
際
に
、
巻
末
に
は
花
押
を
抵
え
る
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
。
ま
た
、
別
当
で
あ
る
竹
内
門
跡
良
恕
法
親
王
と
そ
の
配
下
の
は
代
、

あ
る
い
は
宮
仕
ら
と
た
び
た
び
争
い
、
と
き
に
は
公
事
へ
と
発
展
さ
せ
て
い
く
。

門
跡
と
の
争
論
に
際
し
て
は
、
社
家
日
記
山
に
次
の
よ
う
な
禅
昌
の
主
張
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

（位一｝

竹
内
門
跡
と
松
椀
院
と
ハ
一
両
わ
ニ
万
一
事
を
仕
中
事
候
、
竹
内
門
跡
ハ
御
社
務
、
松
梅
院
ハ
神
事
奉
行
之
義
候
故
、
万
北
野
ニ
て
ハ
奉
行
中
付
事
多
候
、
北
野
ハ
奉
行

「、
4
2
コ
F
4
A
g
ト
L

戸、

叫バ
V
M牙
」
つ
ペ
弓
サ
ド
停

（

m
p）
（

弦

）

近
衛
様

δ
御
使
一
一
て
被
伺
候
、
竹
内
門
跡

δ
ノ
取
計
被
仰
伎
、
松
梅
院
か
北
野
か
、
竹
内
の
北
野
か
と
御
尋
候
問
、

天
神
ノ
北
肝
ニ
て
候
、
竹
内
ハ
時
之
御
寺
務
、
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松
椀
続
ハ
天
神
始
当
社
松
悔
続
神
事
奉
行
ニ
て
万
申
し
付
け
候
出
返
答
申
、
尤
之
出
御
意
ニ
て
候

松
椀
院
が
竹
内
門
跡
と
一
両
輪
、
す
な
わ
ち
対
等
な
存
在
で
あ
り
、

し
か
も
北
野
社
を
実
際
に
支
配
す
る
の
は
神
事
奉
行
で
あ
る
松
椀
院
で
あ
り
、
北
野
社
は
松
梅
院
次

第
で
あ
る
。
ま
た
、
松
梅
慌
の
北
野
か
、
受
殊
慌
の
北
野
か
と
い
う
門
跡
側
の
向
い
は
不
合
理
で
あ
り
、
「
天
神
ノ
北
野
」
で
あ
る
。
竹
内
門
跡
は
時
の
寺
務
、
松
悔
抗

は
天
神
が
始
ま
っ
て
以
来
の
神
事
奉
行
で
し
か
な
い
。
松
梅
院
が
北
野
社
を
取
り
仕
切
る
唯
一
一
至
高
の
耐
官
で
あ
る
と
笹
気
炎
を
湯
げ
る
。
禅
日
臼
は
、
社
家
日
記
m
慶
長

九
年
一
二
月
二
五
日
条
で
も
、
「
松
梅
院
と
中
者
ハ
天
神
石
松
梅
と
申
字
」
、
そ
し
て
神
判
を
預
け
ら
れ
た
一
例
官
で
あ
る
と
の
由
緒
を
書
き
上
げ
て
い
る
。

宮
仕
に
対
し
て
も
、
一
例
宮
と
は
異
な
る
地
位
に
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
「
当
坊
ハ
院
家
、
宮
仕
は
承
社
ニ
て
候
故
、
別
堂
ノ
儀
虫
、
昔
ハ
当
坊
家
ノ
円
ま
て
漸
あ
け

申
」
川
と
し
、
宮
仕
よ
り
上
位
の
社
内
身
分
に
あ
る
こ
と
を
堅
持
す
る
。
ま
た
、
罪
を
犯
し
た
際
も
、
「
社
僧
な
と
山
事
右
之
者
を
ハ
け
つ
く
わ
ん
と
中
、
宮
仕
・
神
人
を

ハ
さ
い
く
わ
と
中
古
と
い
う
よ
う
に
、
一
制
官
と
宮
仕
と
で
は
扱
い
が
異
な
る
こ
と
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。



こ
の
よ
う
に
、
豊
臣
秀
次
事
件
へ
の
連
座
を
経
て
復
権
し
た
松
梅
院
禅
呂
は
、
「
松
締
院
一
類
」
を
と
り
ま
と
め
る
一
両
官
の
筆
頭
と
し
て
自
覚
し
、
北
野
社
内
に
お
け

る
絶
対
的
身
分
を
主
張
し
、
作
立
さ
せ
た
。
そ
れ
は
、
豊
臣
秀
次
事
件
に
連
座
し
、
潰
滅
し
か
け
た
こ
と
に
対
す
る
危
機
感
の
裏
返
し
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

O
自
に
没
し
た
川
口
そ
の
「
知
行
・
薮
な
と
一
は
、
松
締
院
に
返
付

こ
の
後
の
動
き
も
見
て
お
こ
う
。
禅
昌
祖
父
の
隠
居
禅
興
は
、
慶
長
六
年
三
六

O
二
正
月
一

さ
れ
た
問
。
ま
た
、
大
叔
父
で
あ
る
妙
蔵
院
禅
祐
も
、
同
年
四
月
一
八
自
に
没
し
た
。
た
だ
し
、
持
祐
の
死
は
尋
常
で
な
く
、

凶
人
の
宮
仕
に
よ
る
暗
殺
で
あ
っ
た
。
社

家
日
記
仰
の
同
日
条
を
次
に
挙
げ
る
。

一
、
今
夜
五
つ
時
、
妙
蔵
院
花
見
一
一
一
類
同
道
ニ
て
被
参
候
所
へ
、
宮
仕
ノ
内
能
棒
・
能
森
・
能
任
・
能
氏
、
勘
四
郎
・
さ
、
弥
二
郎
・
善
蔵
、
王
・
市
十
郎
・
一
二
五

郎
跡
δ
を
し
か
け
参
、
賠
一
時
ノ
様
ニ
仕
か
け
、
妙
蔵
院
を
き
り
こ
ろ
し
、
其
外
禅
昭
・
祥
智
・
会
所
坊
主
春
初
・
半
右
衛
門
・
金
十
郎
・
安
斎
・
半
右
衛
門
・
若

此
者
何
も
手
お
い
申
候
、
則
、
当
坊
伏
見
δ
帰
、
北
野
中
ノ
者
召
つ
れ
出
候
へ
者
、

は
や
悉
に
け
た
る
跡
ニ
て
無
是
非
候
、
（
後
略
）

こ
の
よ
う
な
事
件
が
生
じ
た
の
は
、
社
内
身
分
を
高
め
た
「
松
梅
院

類
」
に
対
し
、
宮
仕
が
不
満
を
も
っ
て
い
た
た
め
で
あ
る
と
忠
わ
れ
る
。
妙
蔵
院
は
、
禅
祐
の
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遺
児
禅
智
に
よ
っ
て
間
も
な
く
継
承
さ
れ
た
。

禅
臼
問
弟
の
禅
春
も
一
刺
官
と
な
っ
た
。
慶
長
七
年
（
一
六

O

一
一
月
二
九
日
に
泉
一
仙
寺
へ
入
寺
し
た
弟
が
禅
春
と
忠
わ
れ
る
問
。
抑
春
は
、
慶
一
長
二

六

O
七）

九
月
一

0
5
に
受
殊
院
良
恕
法
親
王
か
ら
権
都
維
那
職
を
補
任
さ
れ
て
い
る
制
。

禅
昌
の
嫡
子
禅
意
は
、
慶
長
八
年
（
一
六

O
三）

正
月
八
日
に
八
歳
と
あ
る
。
禅
問
日
最
後
の
社
家
司
記
ω
は
、
慶
長
一
六
年
（
一
六
一

＼』J

月

六
日
に
起
筆
さ
れ

翌
一
七
年
三
月
七
日
に
中
断
、

そ
し
て
間
一

O
月
二
六
日
の
一
日
の
み
書
き
加
え
ら
れ
て
終
わ
る
。
そ
の
最
後
の
記
事
は
、
「
当
坊
隠
居
屋
敷
」

。〉

の
根
石
を
初
め

て
据
え
た
記
事
で
あ
る
。
禅
問
日
は
、
慶
長
一
七
年
に
禅
意
へ
松
椀
段
、
王
を
譲
っ
て
隠
居
し
て
こ
の
屋
敷
に
移
り
、
同
一
八
年

月
四
日
に
は
徳
勝
院
と
名
乗
っ
た
印
。

こ
れ
が
近
世
三
一
例
官
の
一
家
で
あ
る
徳
勝
院
の
創
始
で
あ
る
。
「
北
野
誌
」
に
は
、
妙
蔵
院
と
向
様
に
松
椀
院
を
補
助
し
、
神
殿
臓
・
公
文
職
の
二
職
を
計
一
襲
し
た
一
制
官

と
あ
り
、
ま
た
、
は
じ
め
は
徳
松
院
と
称
し
、
後
に
松
を
勝
と
改
め
た
と
あ
る
。
し
か
し
、
徳
松
院
の
表
記
は
管
見
の
限
り
同
時
代
の
史
料
上
に
は
確
認
で
き
な
い
。

禅
意
に
代
替
り
し
た
際
の
副
官
は
、
社
家
日
記
ω
慶
長
一
八
年
一
止
月
一
日
条
に
よ
れ
ば
、

（
徳
勝
院
。
松
梅
続
隠
居
）
、
禅
智
（
妙
政
院
）
、
持
意
（
松
椀
院
）
、
持

春
の
山
名
で
あ
っ
た
。
禅
意
は
寛
、
水
一
三
年
（
一
六
三
六
）
に
「
制
限
死
」
す
る
が
、
そ
の
間
に
「
徳
勝
院
跡
次
」
は
、
禅
意
の
「
せ
か
れ
禅
嘉
」
が
襲
、
つ
刷
。
妙
政
院
禅
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智
の
後
継
者
に
は
禅
問
日
の
五
男
で
あ
る
禅
有
が
養
子
に
入
り
、
同
同
居
し
た
禅
智
は
か
つ
て
併
呑
し
た
真
満
院
の
院
号
を
名
乗
る
。
ま
た
、
持
意
と
の
関
係
は
未
詳
で
あ
る
が

↓3
K可ーし、ミ’
J
い
え
口
↓
戸
い
l

＼
一
一
＼
二
J

d

J

斗会白川西
J
F
Jん
4
1ノ、刀

p↑
A

A

i

f

一
」
／
一
一
斗
よ

月
一
二
日
に
初
出
仕
し
て
禅
三
と
名
来
り
、
「
新
義
之
院
号
」
で
あ
る
玉
松
院
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
い
仰
意
の
「
頓
死
」
後
に

松
締
院
を
継
い
だ
幼
い
抑
珍
を
は
じ
め
と
す
る
耐
官
は

）
七
月
八
日
に
「
利
定
社
法
之
事
」
叩
と
題
す
る
議
定
書
を
成
文
化
し
て
い
る
。
こ
こ

～ぃJ1山
‘
レ
ハ
門

叶
lノ、

hyj

｝＼ 

年

（
一
六
凶

で
は
、
禁
裏
・
院
・
女
院
な
ど
に
か
か
る
析
結
時
の
最
花
（
初
穂
料
）

の
配
分
を
取
り
決
め
て
い
る
が
、
「

社
中
」
「
社
家
中
」
と
し
て
訂
一
（
満
院
持
知
（
祥
智
）
、
奉
行

松
梅
院
禅
珍
、
徳
勝
院
禅
嘉
、
王
松
院
枠
三
、
妙
政
院
禅
有
の
五
名
が
述
若
し
て
い
る
。
か
か
る
推
移
か
ら
、
北
野
社
の
一
判
官
が
「
松
術
院
一
類
」
に
収
数
、
独
占
さ
れ
、

な
か
ん
ず
く
松
梅
院
が
禅
呂
に
よ
っ
て
絶
対
的
な
地
位
を
有
す
る
嗣
官
筆
頭
と
し
て
定
4
4

相
し
た
こ
と
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

お
わ
り
に

小
稿
で
は
、
北
野
社
松
締
院
の
耐
官
筆
頭
と
し
て
の
社
内
身
分
が
時
立
さ
れ
る
過
程
と
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
、
豊
臣
政
焼
、

こ
と
に
関
白
秀
次
事
件
お
よ
び
太
閤
秀
古

最
晩
年
の
情
勢
と
関
わ
ら
せ
な
が
ら
考
察
し
て
き
た
。
そ
の
成
果
は
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

松
飾
院
ω
作
品
の
社
家
日
記
は
、
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）

O
日
か
ら
慶
一
長
三
年
三
五
九
八
）

八
月
一
六
日
と
い
う
長
期
の
欠
誌
が
あ
る
が
、

一
間
の
み
未
刊

四

月

の
ま
ま
残
さ
れ
て
き
た
慶
長
三
年
八
j
九
月
の
社
家

5
記
に
よ
れ
ば
、
山
一
見
直
秀
次
事
件
に
述
躍
し
、
「
松
梅
院
一
類
」
が
牢
人
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
社

～
〉
＼
弓
」

1
し
十
品
、

2
～
I
i
一一一日
l
y

の
完
ず
る
前
日
で
あ
る
八
月
一
七
日
に
起
筆
さ
れ
る
が
、

そ
れ
は
筆
者
の
祥
日
日
が
復
権
し
、
松
梅
校
、
王
を
継
承
し
た
こ
と
に
よ
る
。

仙
波
臣
秀
吉
は
「
北
野
崇
敬
の
第
一
人
者
」
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
忠
臣
家
は
一
族
こ
ぞ
っ
て
北
野
社
に
帰
依
し
て
い
た
。
北
野
社
の
副
官
は
、
室
町
別
か
ら

時
の
政
権
に
寄
生
す
る
こ
と
に
よ
り
極
々
の
権
益
を
保
障
さ
れ
て
い
た
が
、
山
一
見
一
位
政
権
に
も
同
様
の
態
度
を
と
っ
た
。

ふ
主
叫
昨
日
冗
ま

j
1
，4A
s
e
－

－

 

秀
次
事
件
以
前
に
は
、
い
伴
日
日
の
父
禅

、
水
が
院
主
で
あ
っ
た
が
、
山
一
見
詑
政
権
に
よ
っ
て
足
利
将
軍
家
以
来
の
「
御
代
々
之
一
社
文
」
に
な
ら
い
既
得
権
益
を
保
証
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
秀
占
お
よ
び
豊
臣
家
一
族

に
よ
る
崇
敬
の
対
象
と
し
て
、
立
断
、
・
寄
進
を
受
け
て
い
た
。
松
梅
院
禅
、
水
は
、
北
野
社
を
代
表
す
る
一
例
官
と
し
て
、
す
一
願
に
対
す
る
析
結
や
、
奉
加
に
よ
る
「
造
営
」

に
携
わ
り
、
豊
一
世
政
椛
と
の
親
和
性
を
有
し
て
い
た
。
隠
居
抑
制
ハ
の
女
子
お
さ
こ
は
関
白
秀
次
の
側
室
と
な
り
、
男
子
を
も
う
け
た
。
ま
た
、
秀
次
は
、
自
ら
の
教
リ
交
を

得
る
際
に
北
野
社
周
辺
に
お
け
る
述
歌
の
交
流
に
参
与
し
、
述
歌
師
里
村
総
巴
と
も
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
。

し
か
し
、
豊
臣
政
権
と
の
親
和
性
の
な
か
で
育
ま
れ
た
関
白
秀
次
と
の
関
係
は
、
松
梅
院
に
悲
劇
を
引
き
起
こ
し
た
。
秀
次
事
件
で
は
、

お
さ
こ
母
子
が
三
条
河
川
山
で
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処
刑
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
菊
亭
晴
季
・
山
口
重
勝
ら
秀
次
と
姻
戚
関
係
に
あ
る
者
、
里
村
紹
巴
・
出
直
瀬
正
紹
ら
親
し
き
者
た
ち
に
も
嫌
疑
が
か
け
ら
れ
、
事
件
の
述

座
者
と
し
て
処
罰
さ
れ
た
。
秀
次
の
姻
戚
で
あ
る
「
松
梅
院
一
類
」
も
述
践
す
る
可
能
性
が
高
く
、
屋
敷
に
放
火
さ
れ
る
と
の
不
穏
な
蛸
も
流
れ
た
。
「
松
悔
院
一
類
」

は
連
座
を
怖
れ
て

し
、
約
三
年
間
、
牢
人
し
た
。

秀
吉
に
よ
る
か
か
る
措
置
は
最
晩
年
に
撤
回
さ
れ
、
連
座
し
て
処
罰
さ
れ
た
者
た
ち
が
復
権
す
る
。
「
松
梅
院
一
類
」
も
ま
た
、
秀
吉
が
完
ず
る
前
日
に
復
権
し
た
。

こ
れ
を
機
に
、
松
悔
院
主
は
禅
昌
に
代
替
り
し
た
。
ほ
ほ
同
時
に
、
秀
吉
が
強
引
に
招
い
た
信
濃
国
諮
問
光
寺
如
来
の
帰
座
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
秀
次
事
件
以
降
の
出
置
は

撤
回
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
れ
ら
の
際
に
は
秀
吉
の
朱
印
状
が
発
給
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
秀
吉
の
死
後
に
朝
鮮
か
ら
の
撤
兵
を
図
る
朱
印
状
が
発
給
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
ふ
ま
え
る
と
、
そ
れ
ら
が
秀
吉
の
意
志
に
よ
る
も
の
か
、
は
な
は
だ
疑
問
が
残
る
。
実
際
に
は
、
前
回
玄
以
ら
五
奉
行
が
秀
次
事
件
に
始
ま
る
異
常
事
態
の
収
拾
を
函
つ

た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
推
移
は
、
松
椀
院
の
存
立
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
永
一
止
年
間
（
一
五

O
山
j
二

二

〉
ヒ
マ
ヤ
J

土
こ
ま
一
三
＼
つ
コ
川
1
1
1
J
p
rド
e
k
J
：、、、、ノヨヒ
Y
〉

1
1
t

o
j
型
主
l
l
一J
ノノ

σ一一原
f
i
f矛
e
f
L
f
カ
リ
一
一
作
。
手
村

院
主
で
あ
る
禅
光
や
そ
の
子
禅
興
の
一
社
内
の
地
位
は
不
安
定
で
あ
っ
た
。
他
の
耐
官
も
決
し
て
安
定
し
て
い
た
わ
け
で
な
く
、
中
絶
す
る
も
の
も
現
れ
た
が
、

そ
れ
ら

の
殺
は
、
残
る
一
制
官
に
統
廃
合
さ
れ
て
い
っ
た
。
と
く
に
松
椀
院
は
、
他
の
耐
官
の
織
を
併
呑
し
て
生
き
残
っ
て
い
っ
た
。
近
世
の
一
一
一
両
官
の
一
家
で
あ
る
妙
政
院
も
、

禅
組
ハ
の
弟
禅
祐
が
禅
乗
の
養
子
と
な
っ
て
継
承
し
、
一
両
官
の
統
廃
合
が
進
め
ら
れ
る
な
か
で
弘
治
三
年
（

五
五
七
）
に
禁
裏
御
削
職
を
獲
得
し
た
。
そ
し
て
、
文
禄
年

間
（
一
五
九
二

1
九
六
）
ま
で
に
、
松
梅
院
禅
興
の
「
一
類
」
が
五
人
と
な
っ
た
耐
宮
の
す
べ
て
を
占
め
、
北
野
社
の
約
九
一
小
記
・
運
営
を
担
う
に
至
っ
た
。

し
か
し
、
秀
次
事
件
に
よ
る
牢
人
は
、
「
松
梅
院
一
類
」
を
潰
滅
さ
せ
か
ね
ぬ
危
機
を
招
い
た
。
復
権
後
に
院
主
と
な
っ
た
持
日
間
は
、
別
当
で
あ
る
門
跡
、
門
跡
の
も

と
に
務
め
る
目
代
、
総
官
の
も
と
に
あ
る
宮
仕
ら
と
た
び
た
び
争
う
が
、
そ
の
際
に
、
北
野
社
に
お
け
る
松
梅
院
が
一
例
官
の
筆
頭
と
し
て
絶
対
的
な
社
内
身
分
に
あ
る
こ

と
を
主
張
し
、
公
事
に
お
い
て
は
政
権
に
こ
れ
を
認
め
さ
せ
、
定
着
さ
せ
た
。
そ
の
結
果
、
禅
臼
臼
が
隠
居
し
て
一
制
官
徳
勝
院
を
創
出
し
た
後
の
院
主
で
あ
る
神
意
、
続
く

禅
珍
の
時
代
に
お
い
て
も
、
松
梅
院
は
、
「
一
社
」
を
構
成
す
る
四
j
五
人
の
両
官
の
中
で
筆
頭
の
地
位
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
松
椀
院
禅
昌
は
、
豊
臣
秀
次
事
件
へ
の
連
座
に
よ
る
牢
人
と
い
う
存
立
の
危
機
を
経
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
北
野
社
嗣
官
筆
頭
と
し
て
の
地
位
を
自
党
し
、

定
着
さ
せ
た
。
北
野
社
に
お
い
て
、
一
制
官
は
、
祖
父
禅
阻
ハ
・
父
禅
、
水
の
時
代
か
ら
の
統
廃
合
の
帰
結
と
し
て
「
松
梅
院
一
類
」
に
よ
っ
て
独
占
さ
れ
、
松
術
院
を
附
一
の

筆
頭
者
と
し
て
定
着
さ
せ
て
い
っ
た
。
近
世
の
北
野
社
両
官
の
特
徴
は
、
こ
の
よ
う
な
松
梅
院
の
同
族
結
合
を
基
盤
と
し
て
成
立
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る

図
参
照
）
。

と
こ
ろ
で
、
小
稿
で
は
、

三
一
制
官
、
す
な
わ
ち
松
椀
段
、
妙
蔵
説
、
徳
勝
院
そ
れ
ぞ
れ
の
成
立
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、

三
耐
官
に
よ
る
祭
記
・

- 23 -
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禄
一
凶
年
か
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享
保
二
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年
の
間
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
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図 北野社調宮・松梅続一類系図

（寛永 18年（1641）以前）
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運
営
形
態
が
成
立
す
る
ま
で
を
検
討
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

( 51) 

一会ノ＼
L'' 
Jレノ千寺

た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
展
望
を
、
小
稿
に
残
さ
れ
た
課
題
と

し
て
最
後
に
述
べ
て
お
き
た
い
。

成
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
寛
、
水
一
八
年

（
一
六
四

）
の
時

占川で、

ベ
ム
毎
完
・
忠
除
完
・
少
は
攻
完
二
一
K
ペ
ム
完

iAqztfHvo

ノイ
l
ド

l
u
H
r
L
u
p
hパ
り
れ
ド

l
t
－
一

ι
f
a
H
r

－
叫
プ
J

コ
伊
｝
十
」
山

百
H
a
f
K
E
l－
－
七

v
f
t

亙
（
満
院
の
こ
か
院
を
加
え
た
五
家
が
存
在
し
て
い
る
。

近
｜止

北

野
社
の
選
宮
記
録
を
見
る
と
一
制
官
は
、
寛
文
二
年
（ 

ノ、
-', 
／＼ 

「
当
社
御
修
理
一
訴
訟
之
記
録
」
仙
で
は
松
梅
院
（
持
珍
）
、
徳
勝
悦

禅
嘉
）
、
妙
蔵
院
（
禅
径

玉
勝
院
（
祥
三
か
）
、
徳
勝
院
男

子
二
位
（
禅
久
）

冗
禄
一
四
年
（
一
七

O
二
「
選
宮
記
、
で

- 24 -

は
松
梅
院
禅
覚
、
妙
蔵
院
禅
径
、
主
松
院
瑞
禅
、
侍
従
（
妙
蔵

一O
年
（
一
七
三
六
）
「
仮

～二
L
4
1
3
と

J

－

r
t
v
H
r
、い
U
h
－－μび
シ
℃
り
n
r
－r
1
、一三一
i
k

仇
わ
日
↓
ノ
ヨ
J
」

料

引

い

u
h
r

翁
M
紛
ω件
仰
い
や
お
に

J
E
ー
が
P

選
宮
記
、
で
松
格
院
禅
深
、
徳
勝
院
禅
折
口
・
中
将
禅
智
、
妙
蔵

院
禅
住
と
推
移
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
三
一
判
官
の
体
制
が
定
ま
る

四
月
の
仮
選
宮
に
お
い
て
先
例
と
さ
れ
た
の
は
、
主
に
は
元
禄
一
四
年
以
降
の
遷
宮
で
あ
り
、
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
の
仮
選
宮
ま
で
さ

部
で
あ
る
制
。
三
耐
官
の
体
制
が
定
ま
る
時
期
と
、
先
例
と
さ
れ
る
祭
礼
・
儀
礼
の
時
期
と
が
近
接
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

か
の
ぼ
っ
て
参
照
さ
れ
た
の
は
極

日
判
官
数
の
増
減
は
、
祭
記
・
運
営
の
諸
役
分
担
に
も
影
響
し
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
室
町
期
の
六
繍
と
い
う
存
在
を
想
起
す
る
な
ら
ば
、
一
例
官
の
「
松
梅
院
一
類
」

へ
の
統
廃
合
に
よ
っ
て
、
そ
の
員
数
が
満
た
さ
れ
な
い
状
況
が
生
じ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
北
野
社
に
お
け
る
中
j
近
世
移
行
期
に
は
祭
記
お
よ
び
そ
の
運

営
形
態
に
大
き
な
変
革
が
あ
っ
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
西
山
側
同
は
、
近
世
以
降
に
重
要
な
北
野
社
祭
礼
と
な
る
瑞
鎖
祭
が
室
町
期
の
三
年

法
相
会
の
系
譜
に
な

い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
京
都
の
神
社
祭
礼
は
、
応
仁
・
文
明
の
乱
に
よ
っ
て
中
断
さ
れ
、
戦
国
期
か
ら
近
世
に
再
興
さ
れ
た
と
一
一
一
一
口
わ
れ
る
も
の
が
少
な
く
な
い
が
、



そ
の
内
実
を
史
料
に
却
し
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
出
。
小
稿
で
は
、
史
料
的
制
約
が
あ
る
と
は
い
え
、
そ
れ
ら
の
分
析
が
不
十
分
な
ま
ま
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
小
稿
が
史
料
と
し
た
松
権
院
禅
呂
の
社
家
日
記
は
、
他
の
社
家
日
記
と
比
べ
る
と
、
表
題
が
特
徴
的
で
あ
る
。
八
附
に
「
社
法
引
付
」
、
五
時
に
社
家
・
社
務
・

宮
仕
を
冠
し
た
「
引
付
」
と
表
題
が
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
松
締
院
の
一
例
官
筆
頭
と
し
て
の
地
位
を
主
張
し
た
禅
呂
が
、
後
の
参
考
と
な
る
よ
う
に
、
「
社
法
」
や

絹
官
・
門
跡
・
宮
仕
に
関
す
る
事
項
で
先
例
と
す
べ
き
も
の
に
留
意
し
、
記
録
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
禅
昌
は
、
院
主
就
任
以
前
か
ら
社
家
日
記
を
書
き
記
し
て
お
り
、

後
代
に
参
照
可
能
な
引
付
を
残
す
こ
と
に
熱
心
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
社
家
日
記
は
禅
意
の
時
代
に
、
覚
、
水
四
年
（
一
六
二
七
）
を
最
後
に
書
き
継
が
れ
る
こ
と
が
な
く
な
っ

た
。
こ
の
こ
と
は
、
そ
れ
ま
で
の
社
家
日
記
に
記
さ
れ
た
社
法
が
祭
柁
・
運
営
上
、
意
味
を
な
さ
な
く
な
っ
た
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
は
、
三
耐
官
体
制
の

成
立
と
関
連
さ
せ
な
が
ら
解
明
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
松
梅
院
の
両
官
筆
頭
の
地
位
を
定
着
さ
せ
た
禅
呂
の
時
代
と
は
、
引
付
と
し
て
の
社
家

日
記
が
意
味
を
成
し
た
最
後
の
時
代
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

＋
主
2
2
n
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1
3ム

順
敬
編
『
新
編
明
治
維
新
神
仏
分
離
史
料
』
七
近
畿
編
（
二
、
名
著
出
版
、
一
九
八
三
年
。
初
出
は
一
九
二
六
年
）

北
野
神
社
社
務
所
一
編
『
北
野
誌
」
首
巻
（
図
的
学
院
大
同
学
出
版
部
、

一
九

O
九
年
）
。
鷲
尾
版
敬
「
北
野
神
社
神
仏
分
離
調
査
報
告
」
（
辻
善
之
助
・
村
上
専
精
・
鷲
尾

の
叙
述
も
問
書
か
ら
の
引
用
と
忠
わ
れ
る
。
以
下
、

「
北
野
一
古
川
」
と
は
首
巻
を
指
す
。

ω
例
え
ば
、
竹
内
秀
雄
『
天
満
宮
」
（
古
川
弘
文
館
、

一
O
O
年
祭
記
念
！
」
、
東
京
新
聞
、
二

O
O
一
年
）
。
一
九
六
八
年
）
、
藤
井
譲
治
「
北
野
天
満
宮
の
歴
史
」
（
京
都
国
立
博
物
館
一
端
「
北
野
天
満
宮
神
宝
展
菅
原
道

(3) 
T§f 

公筑
波
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
北
野
神
社
文
書
（
田
沼
陸
校
訂
「
北
野
神
社
文
書
」
筑
波
大
学
所
蔵
文
書
（
上
）
、
史
料
纂
集
古
文
書
編
、
統
群
書
類
従
完
成
会
、

一
九
九
七
年
、

一
六
号
）
。
以
下
、

田
沼
校
訂
書
一
所
収
の
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
北
野
神
社
文
書
は
、
原
本
と
校
合
の
う
え
使
用
し
、
出
血
（
は
単
に
「
北
野
神

社
文
書
」
と
略
記
し
、
そ
の
号
数
を
記
し
て
示
す
。

ω
「
引
付
」
（
永
正
一
四
年
正
月
j
大
永
七
年
二
月
、
禅
光
一
記
。
山
田
雄
司
・
山
浮
学
校
訂
『
北
野
社
家
日
記
』
八
、
史
料
纂
集
古
記
録
編
、
八
木
書
店
、
二

O
一

以
下
、
社
家
日
記
は
、
原
表
題
・
年
次
・
筆
者
を
明
記
し
、
当
該
史
料
を
収
録
す
る
史
料
纂
集
古
記
録
編
の
竹
内
秀
雄
校
訂
『
北
野
社
家
日
記
」

一

＼

＼

k
nじ
い
仁
’
士
子

r
4べ

l
J
」
／
／
お
山
引
す
行
三
に
↑
病
対

( 50) 



従
完
成
会
、

( 49) 

一
九
七
二

i
七
三
年
）
、
山
田
雄
司
校
訂
「
北
野
社
家
日
記
」
七

（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
二

O
O
一
年
）
、
山
田
雄
市
・
山
洋
学
校
訂
「
北
野
社
家
日
記
」

／＼、

年
）
、
な
ら
び
に
近
く
刊
行
予
定
の
山
田
・
山
洋
校
訂
『
北
野
社
家
日
記
』
九
（
八
木
書
店
）

の
巻
数
の
み
を
註
記
す
る
こ
と
に
す
る
。

（
八
木
書
店
、。

な
お
、
原
本
が
現
在
、
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
場
合
に
は
、
校
合
の
う
え
引
用
す
る
。

(5) 
手IJ
休

J 11 
弘

文

千
利
休
切
腹
の
記
事
に
関
す
る
制
究
に
、
芳
賀
幸
四
郎
「
利
休
の
切
肢
と
そ
の
時
代
」
（
「
わ
び
茶
の
研
究
」
、
淡
交
社
、
一
九
七
八
年
。
初
出
は
一
九
五
二
年
）
、
同

一
九
六
三
年
）
、
問
「
安
土
桃
山
時
代
の
文
化
」
（
『
近
世
文
化
の
形
成
と
伝
統
』
芳
賀
幸
山
郎
歴
史
論
集
五
、
忠
文
閤
出
版
、

品

1
L
i

、、↓
4

二

口

一
イ
ノ
／
一

A
A
i

初
出
は
一
九
六
四
年
）
、
熊
倉
功
夫
「
『
北
野
社
家
日
記
』
と
千
利
休
」
（
「
つ
く
は
ね
』
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
報
一

O
巻
三
、
一
九
八
五
年
）

な
ど
が
あ
る
が
、
中
村

l) (10) (9) (8) (7) (6) 

む
手IJ
休
切
！！長

政
権
と
茶

の

子；l~

二
O
一
五
年
）
が
新
し
い
見
解
を
提
示
し
て
い
る
。

佐
藤
進
一

「
中
世
史
料
論
」
（
「
岩
波
講
座
日
本
歴
史
」

一
九
七
六
年
）
。

五
別
巻
二
、
岩
波
書
店
、

表
題
欠
（
慶
一
長
三
年
八
j
九
月
、

『
レ
レ
マ
γ
J
l
γ
L
？え

1
1
1し
ロ

L
J
0

7イ
型

411秀ド
ト
ト
一
一
一
日
』
イ
ノ
」

竹
内
秀
雄
「
解
題
」
（
竹
内
秀
雄
校
訂
『
北
野
社
家
日
記
』
六
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、

一
九
七
三
年
）
。
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「
引
付
（
康
正
三
年
一
j
丑
社
家
条
々
引
付
）
」
（
康
正
三
年
二
月
j
永
正
二
一
年
六
月
、
、
水
琳
院
禅
慶
記
。
「
北
野
社
家
日
記
』
七
）
O

I
l－

i
）
－

J

3

 

所
持
註
包
竹
は
し
著
書
〈

品

一

？

＼

ヘ

ゴ

＼

γ仁
一

ご

上
J

4

4

J

A
汁
ん
ノ
戸
弓
ノ
一
l
i

～一
J
L
ノ
J

」

一
二
月
二
五
日
片
桐
旦
一
一
ん
害
状
写
（
北
野
天
満
宮
史
料
刊
行
会
編
『
北
野
天
満
宮
史
料
』
古
文
書
、
北
野
天
満
宮
、
一
九
七
八
年
、
三
一
一
間
口
一
勺
）
。

以
下
、
向
書
か
ら
引
用
す
る
際
に
は
、
出
品
肌
（
を
「
北
野
天
満
宮
史
料
』
と
略
記
し
、
そ
の
号
数
を
記
し
て
示
す
o

m
年
欠
（
天
正
一
ム
ハ
年
）
六
月
二

O
日
最
臣
秀
吉
朱
印
版
文
（
『
北
野
天
満
宮
史
料
」
、
二
二
五
号
）
。

印
文
禄
二
年
五
月
二
五
日
木
食
応
其
跡
、
文
（
「
北
野
天
満
宮
史
料
」
、
一
四
七
号
）
。

山
天
正
二
一
年
九
月
三
日
前
田
玄
以
書
状
写
（
『
北
野
神
社
文
書
」
、
一
八
二
号
）
。

川
天
正
一
八
年
五
月
二
六
日
前
回
玄
以
書
状
写
（
『
北
野
神
社
文
書
』
、
一
九

O
号）。

凶
『
北
野
神
社
文
書
円
一
八
九
号
。

山
『
北
野
神
社
文
書
」
、
一
九
一
号
。
同
史
料
は
、
桜
井
英
治
『
日
本
中
世
の
経
済
構
造
」
（
岩
波
書
店
、

在
形
態
の
変
質
を
解
明
す
る
さ
い
の
論
拠
の
一
つ
で
あ
る
。

九
九
六
年
）
が
中
i
近
世
移
行
期
に
お
け
る
大
工
械
の
存



(29) (28) (27) (26) (25) (24) (23) (22) (21) (20) (lg) (18) 

よヒ
丸三
し
て

る

フミ

戸ヒ

！

7

；
p
f
i
i
：
：
；
；
，
i

：；；
2
 

月
一
日
豊
臣
秀
吉
末
日
村
一
ト
ヲ
（
一
北
由
利
担
文
書
』

二
＼
了
一
一

rし
ゴ
一

τし
1
1
J

一

一
斗
ノ
コ

μ
一

4
j
A汁
J
ノ
ド
ト
ノ
一

一
一
日
豊
臣
秀
吉
領
知
朱
印
状
（
『
北
野
天
満
宮
史
料
」

『
レ
レ
ヲ
レ
J
一一＼
K
M
4
7
1
1
才
斗
1

2

ゴ叶
mzコ
ノ
ユ
作

J11
．ヲキ』

l二3-re.・ 
7 
0 

「
引
付
」
（
一
大
正
一
九
年
七

1
九
月
、
禅
出
回
記
。
「
北
野
社
家
日
記
」
ム
ハ
）
。

藤
田
恒
春
『
輩
臣
秀
次
の
一
川
究
』
（
文
献
出
版
、

一
八
八
号
。
筑
波
大
学
問
属
図
書
館
所
蔵
「
古
文
書
写
」
所
収
）
。

四
O
号）。

「
社
法
引
付
」
（
慶
長
九
年

年
）
、
問
『
豊
臣
秀
次
」
（
古
川
弘
文
館

な
お

竹
内
秀
雄
に
よ
る
校
訂
に
お
い
て
も

お
さ
こ
を
抑
制
ハ
の
女
子
に

『
い
い
，
ャ
J

ト
L
？

t
l
i
ス〕
E

J

＼
／

O

一U4
4
m
エ
ネ
L
f
Z
A
4
仁

仁

三

川

』

」

／

」

二

O
O

一一月
j

一
O
年
七
月
、

天
正
二

O
年
七
月
一
四
日
豊
臣
秀
次
朱
印
願
文
（
「
北
野
天
満
宮
史
料
」
、

跡
部
信
宣
告
記
政
権
の
権
力
構
造
と

（
戎
光
祥
出
版
、

。
-'-
／＼ 

ii三
、、ー／。

堀
越
祐
一

「
豊
臣
政
権
の
権
力
構
造
」
（
古
川
弘
文
館
、

二
O
一
六
年
）
。

矢
部
健
太
郎
『
関
白
秀
次
の
切
腹
」
（
］
広
む
C
同
〉
宅
〉
、

。
/¥ 

年
、、、ー〆。

「
社
法
引
付
」
（
文
禄
四
年
正
j
四
月
、
禅
沼
田
記
。
『
北
野
社
家
日
記
」
五
）
。

北
野
天
満
宮
史
料
刊
行
会
編
『
北
野
天
満
宮
史
料
』
十
日
記
録
（
北
野
天
満
宮
、

二
O
一
五
年
）
。
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一
九
八

O
年
）
。
以
下
同
様
。
な
お
、
本
史
料
は
、
文
化
凶
年
六
月
の
写
で
、
末
尾

に
宮
仕
能
楽
の
署
名
・
花
押
が
あ
る
。
そ
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
北
野
学
堂
の
「
先
担
法
楽
院
御
筆
記
」
か
ら
先
相
円
党
院
、
出
雲
回
出
一
わ
藩
仙
一
点
家
な
ど
の
関
係
記
事

一
日
の
記
事
を
含
む
。

を
抄
出
し
て
清
書
し
た
も
の
で
、
天
正
八
年
正
月
二
六
日
か
ら
慶
長
一
七
年
五
月
一

ω
前
掲
註
幻
矢
部
著
書
。

川
山
一
所
三
男
氏
持
参
文
書
（
愛
知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
一
端
『
愛
知
県
史
』
資
料
編
一

ω
虎
岩
玄
隆
の
切
腹
に
つ
い
て
は
、
「
ユ
一
日
経
卿
記
」
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編

一
六
日
条
に
も
見
え
る
。

ω
前
掲
註

ω藤
間
著
書
。

川
岸
本
民
実
「
『
兼
見
卿
記
」
（
ム
ハ
）
文
禄
四
年
自
七
月
歪
十
二

（
『
ビ
ブ
リ

ニ
織
山
一
旦
一
二
、
愛
知
県
、

年
。
以
下
、
『
愛
知
県
史
』
と
略
記
す
る
）
。

。

ー
し
、
一
＼

1
1
丈

一

124J」
1
民
、
土
1
ト
又
土
f
て
1

寸

ノ

斗

ノ

ド

ト

オ

J
i－一一一
n
h
f計

μ
一
イ
、
げ
斗

T
L

ーし
J

d

一1
L
に
い
i

J
j
，寸
L
↑l
l
ム
ド
ム
l

文
禄
山
年
七
月

一
二
三
、
二

O
O
五
年
）
文
禄
四
年
七
月
二
六
日
条
。
以
下
、
「
兼
見
卿
記
」
の
引

( 48) 



用
は
同
翻
刻
に
拠
る
。

( 47) 

p
h
u
 

q〈
J
U

P
ハU
勺
、

υ

若
君
は
「
お
ち
ゃ
う
さ
ま
一
さ
い
、
八
月

間
「
兼
見
卿
記
」
文
禄
凶
年
八
月
一
五
日
条
。

側
近
衛
家
文
書
（
「
愛
知
県
史
」
）
0

Q

d

L

Hリ
ヨ
17
、：L
q
J
1

マル
1
0

っJ

」
日
付
制
引
土
一
一
一
は
つ
斗
判
制
〆
市
水
作
g

側
筑
波
大
学
問
属
図
書
館
が
所
蔵
す
る
北
野
社
連
歌
懐
紙
に
は
文
禄
五
年
九
月
二
一
日
「
賦
何
路
連
歌
」
が
含
ま
れ
、
こ
こ
に
禅
昌
の
句
が
記
さ
れ
て
い
る
。
禅
昌
が

牢
人
中
に
北
野
社
で
興
行
さ
れ
る
法
楽
連
歌
に
参
じ
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
真
偽
も
含
め
、
後
考
を
期
し
た
い
。

仙
「
社
法
引
付
」
（
慶
一
長
六
年
正
j
二
月
、
禅
問
日
記
。
『
北
野
社
家
日
記
」
ム
ハ
）
。

ω
「
酉
笑
和
尚
文
案
」
（
「
愛
知
県
史
」
）
。

川
川
慶
長
三
年
八
月
一
七
日
血
忠
臣
秀
吉
朱
印
知
行
方
自
録
（
『
北
野
天
満
宮
史
料
」
、
一
五
二
号
）
0

凶
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
「
一
一
一
一
口
経
郷
記
」
九
（
大
日
本
古
記
録
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
五
年
）
0

以
下
同
様
。

凶
「
愛
知
県
史
』
0

州
北
野
神
社
社
務
所
編
『
北
野
誌
』
首
巻
（
園
山
学
院
大
山
内
子
出
版
部
、
一
九

O
九
年
）
0

川
山
本
隆
志
「
北
野
神
社
松
梅
院
と
そ
の
文
書
「
北
野
天
満
宮
寄
進
状
壱
巻
」
を
中
心
に
｜
」
（
筑
波
大
学
問
属
図
書
館
編
「
「
学
問
の
神
」
を
さ
さ
え
た
人
び
と
l

北
野
天
満
宮
の
文
書
と
記
録
l
T
筑
波
大
学
附
属
国
書
館
、
二

O
O
二
年
）
O

O
A
U
 

d4£ 

上
官
寺
文
書
（
「
愛
知
県
史
」
）
。

「
北
野
し
ゅ
う
務
院
の
怠
女
お
き
こ
、
若
君
あ
り
」
（
年
欠
（
文
禄
悶
年
）

八
月
二
日
血
忠
臣
秀
次
妻
妾
等
和
歌
、
猪
熊
文
書
、
｛
愛
知
県
史
」
）
。
同
文
書
に
よ
れ
ば
、

日
誕
生
」
で
あ
る
。
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佐
々
木
創
「
北
野
社
に
お
け
る
「
奉
行
」
の
再
定
義
」
（
瀬
田
勝
哉
編
「
変
貌
す
る
北
野
天
満
宮
l
中
世
後
期
の
神
仏
の
世
界
l
T
平
凡
社
、

二
O
一
五
年
）

十
品
、

天
文
年
間
以
前
の
「
奉
行
」
と
は
、
以
後
の
神
事
奉
行
と
は
異
な
り
、
公
文
所
と
同
意
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
D

n同
d

d
4
A
 

ハ
け
U

F
円

υ

山
出
雄
一
司
「
初
期
足
利
政
権
と
北
野
社
」
（
山
本
隆
志
一
編
『
日
本
中
佐
政
治
文
化
論
の
射
程
」
、
忠
文
関
出
版
、

二
O
一
二
年
）
。

三
枝
暁
子
「
北
野
祭
と
室
町
幕
府
」
（
『
比
叡
山
と
室
町
幕
府
l
寺
社
と
武
家
の
京
都
支
配
i
」
、
東
京
大
学
出
版
会
、
二

O
一

初

は
0 
0 
Fヒ



佐
々
木
創
「
中
段
北
野
松
梅
院
史
の
「
空
自
」
松
椀
院
伝
来
史
料
群
の
批
判
的
研
究
に
向
け
て
｜
」
（
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
』

ブし

二
O
O
七
年
）

宅
B
tよ

「「
U

向
「
「
北
野
社
家
引
付
」
を
記
す
人
々
ー
ー
な
ぜ
二
つ
の
「
社
家
引
付
」
の
内
容
は
重
複
し
た
の
か
i
」
（
『
武
蔵
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
」

側
鍋
田
英
水
子
「
中
世
後
期
「
北
野
社
」
神
社
組
織
に
お
け
る
「
一
社
」
」
（
瀬
田
勝
哉
編
『
変
貌
す
る
北
野
天
満
宮
i
中
世
後
期
の
神
仏
の
世
界
」
、
平
凡
社
、

二
O
一
五
年
。
初
出
は
一
九
九
七
年
）
。

;¥ 

0
0
八
年
）
。

(62) (61) (60) (59) (58) (57) (56) (55) (54) (53) 
能
・It i青
が光
あ i毘
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の認
域）苦
をし
111¥ tこ
な理
し＇ El:J 
がは

天前
文掲

年（60)

ま設
で楽
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禅文
光に
のよ
生れ
存ば
が
J能：！守
認軍
で義
き II青
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f平の
興確
の執
存で
在あ
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認と
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きし 1
る
の作ji
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文牢
六能
年と
では
あ八
る j頼
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で！可
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。あ

松つ
千た
代可

L
M
S
Lよ
川
切
史
守
口

」
ド
I
4寸
J

…一一一
l
／

I
＼

仁
J

J
ヨハ
ae

表
題
欠
（
、
水
正
一
五

i
一
六
年
、
松
梅
院
禅
光
記
。
『
北
野
社
家
日
記
」
八
）
。

「
明
応
九
年
記
、
御
手
洗
会
之
式
次
第
」
（
明
応
九
j
永
正
七
年
、
、
水
琳
院
禅
慶
記
。
『
北
野
社
家
日
記
」
七
）
六
縞
人
数
事
条
。

『ヒ毛
j
h
t
土
ζ
E一ヨ一、

L
一
工
ム
コ
o

－4」
・
望
台
相
ド
ネ
ド
ヤ
ム
411』
寸

ノ

一

f
J

明
応
四
年
二
一
月
二
回
目
足
利
義
高
御
判
御
教
書
（
「
北
野
神
社
文
書
』
、
九

O
号）。

「
引
付
」
（
明
応
四

1
六
年
、
禅
尊
記
。
『
北
野
社
家
日
記
」
八
）
。

前
掲
註
却
史
料
、
二
一
月
二
五
日
条
。

設
楽
薫
「
将
軍
足
利
義
晴
の
嗣
立
と
大
館
常
興
の
笠
場
」
（
『
日
本
歴
史
」
六
三
一
、
一
一

0
0
0年）。
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『
’

Y
U
マγ
J
・ね

γ
z十
L
a
y」
ト
ヰ
ヨ
＝
、

E
J
A，

m＋マ
ャ
T
4
4
トーてノヨモ』

一
三

O
号。

(67) (66) (65) (64) (63) 
丸
の

擁
.lL 

も
そ
。〉

Im 
の

と
と
な
る

表
題
欠
（
永
禄
三
年
九
月

1
四
年
九
月
、
禅
興
記
。
『
北
野
社
家
日
記
」
九
）
。
以
下
、
、
水
禄
三
年
の
動
向
は
、
間
史
料
に
よ
る
。

「
北
野
神
社
文
書
」
、

一
五
六
号
（
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
「
古
文
書
写
」
所
収
）
。

「
北
野
神
社
文
書
」

一
五
九
号
（
筑
波
大
学
問
属
図
書
館
所
蔵
「
古
文
書
写
」
所
収
）
。

『
北
野
天
満
宮
史
料
」

一
O
七
号
。

表
題
欠
（
弘
治
二
年
正
月

1
一
二
年
二
一
月
、
禅
興
記
。
『
北
野
社
家
日
記
』
八
）
。
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側

前

掲

註

ω竹
内
著
書
の
巻
末
に
は
、
「
北
野
社
妙
蔵
院
系
図
」
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
朝
日
寺
別
当
日
以
珍
の
後
に
、
祐
市
、
祐
縁
、
祐
経
、
祐
繁
、

祐
嘉
、
真
慶
、
舜
慶
、
立
慶
と
継
承
さ
れ
た
後
、
光
菌
院
と
し
て
来
慶
、
忠
慶
、
公
一
度
（
史
実
と
し
て
は
足
利
尊
氏
・
直
義
の
御
帥
戦
）
、
つ
い
で
真
川
両
院
と
し
て
ギ
尊
、
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去
十
隆
、
幸
秀
、
去
十
忠
、
五
十
祐
、
明
祇
、
そ
し
て
妙
政
院
を
名
乗
る
禅
釆
以
降
へ
と
続
く
が
、
こ
れ
ら
の
相
承
が
養
子
関
係
な
い
し
師
弟
関
係
で
な
い
こ
と
は
本
論
に
よ

り
明
ら
か
で
あ
る
。

制
「
日
々
記
」
（
天
正
一
九
年
間
正
j
三
月
、
神
昌
記
。
『
北
野
社
家
日
記
」
四
）
。

制
前
掲
註
却
史
料
。

i

t
，

Z，
Lト
L
8
h
マ斗
1
0

け」丹羽一一一一口川
M
C
J

キ

m
「
引
付
」
（
慶
長
六
年
一
一
一

i
六
月
、
禅
昌
記
。
『
北
野
社
家
日
記
」
六
）
六
月
一
ム
ハ
日
－

m
前
掲
註
却
史
料
。

引
け
前
掲
註

η
史
料
、
二
一
月
二
九
日
条
o

m
同
右
、
五
月
一
四
日
条
。

則

前

掲

註

ω史
料
。

け
向
右
。

悦

前

掲

註

ω史
料
。

別
表
題
欠
（
慶
長
七
年
一
一
月

i
八
年
正
月
、
持
昌
記
。
『
北
野
社
家
日
記
』
六
）
。

制
慶
長
二
一
年
九
月
一

O
日
口
宣
案
（
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
北
野
神
社
文
書
）
。

刷
表
題
欠
（
慶
長
一
六
年
二
一
月
j

一
七
年
間
一

O
月
、
禅
問
日
記
。
『
北
野
社
家
日
記
」
ム
ハ
）
o

m
年
欠
（
慶
長
一
八
年
）
一
二
月
四
日
天
海
書
状
（
『
北
野
天
満
宮
史
料
』
、

則
的
赦
免
の
取
成
を
通
じ
て
i
」
（
『
日
本
史
学
集
録
』
一
二
問
、
二

O
一

円
六
U
0
0
 

・A
a
A

nxυ 

一
七
日
条
。
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L
f＼
コ
一

I
J
o

イ
ノ
／
仁
子
、
」

年
代
は
中
川
仁
喜
「
北
野
社
座
配
争
論
に
お
け
る
天
海
の
活
動
i
宮
仕
能

年
）
の
比
定
に
拠
っ
た
。

表
題
欠
（
慶
長
一
七
年
正
月

1
一
八
年
正
月
、
禅
意
記
。
「
北
野
社
家
日
記
』
ム
ハ
）
。

「
引
付
」
（
一
冗
和
四
年

一コ
j

2

1

ぃ

k
i
E
s－－
1
1

、

一

j
i
d
F、－Y
1
4
J
ノ
j
u
t－

川
市
・
比
三
コ
し
o

i
不
ド
コ
ド
パ
ニ
コ
ロ

『
北
野
社
家
日
記
』
六

ゴじ

手IJ

Pl 

ー、
1
1
’ミ

o

i
ノ
ド
ι
ノオ



「「
υ
口
λ
u

p
h
u
 

nxu 

ウ
ino 

J
4』
1

、、ioo 

円

x
u

n同
u
nδ ハU

ハ
吋
U

τ
，apム
ハ同
d

戦
国
側
加
を
中
心
に
i
」

真
満
院
禅
知
他
山
院
連
署
定
書
（
『
北
野
神
社
文
書
』
、

二
閉
山
号
）
。

北
野
天
満
宮
史
料
刊
行
会
編
『
北
野
天
満
宮
史
料
」
選
官
記
録
一

北
tl!f 
天

二
O
O
O年
）
。
本
史
料
は
、
内
容
か
ら
、
宮
仕
の
記
録
と
見
ら
れ
る
。

同
右
。
本
史
料
も
、
内
容
か
ら
、
宮
仕
の
記
録
と
見
ら
れ
る
。

筑
波
大
学
的
属
図
書
館
所
蔵
北
野
神
社
文
書
（
北
野
社
選
宮
記
録
）
。
本
史
料
は
、
松
締
院
の
記
録
で
あ
る
。

筑
波
大
学
北
野
社
家
記
録
研
究
会
編
（
山
洋
学
執
筆
）
「
北
野
社
松
格
院
記
録
「
明
和
茂
選
官
記
」
に
つ
い
て

（
一
）
」
（
『
日
本
史
学
集
録
」

三
五
、
二

O
一
二
年
）
。

一
回
山
側
「
室
町
期
に
お
け
る
北
野
祭
礼
の
実
態
と
意
義
」
（
瀬
田
勝
哉
編
『
変
貌
す
る
北
野
天
満
宮
l
中
社
後
期
の
神
仏
の
吐
界

i
T
平
凡
社
、。
に
よ
戸
い
j

J

o

↑

ι
J
J

，／’J
 

近
年
、
石
川
登
忘
雄
・
地
主
智
彦
・
宇
野
日
出
生
編
『
上
賀
茂
の
も
り
・
や
し
ろ
・
ま
つ
り
」
（
忠
文
部
出
版
、

一一

O
O
六
年
）
、
河
内
将
芳
『
紙
倒
祭
の
中
町
［
室
町
・

（
忠
文
間
出
版
、

二
O
一
二
年
）
、

本
多
健

『
中
近
叶
二
一
日
小
一
部
の
祭
礼
と
空
間
借
造
i
御
霊
祭
・
今
宮
祭
・
六
粛
念
仏
』
（
古
川
弘
文
館
、

二
O
二
ニ
年
）
、
同
『
京
都
の
神
社
と
祭
り
l
千
年
都
市
に
お
け
る
腔
史
と
空
間
l
」
（
中
央
公
込
刷
新
社
、

。

な
ど
が
京
都
の
神
社
祭
礼
研
究
を
前
進
さ
せ

て
い
る
。
ま
た
、
北
野
社
祭
礼
の
研
究
に
お
い
て
も
、

三
枝
暁
子
「
、
ず
い
き
み
こ
し
と
凶
之
京
」
（
『
京
都
一
大
神
を
ま
つ
る
人
び
と
l
ず
い
き
み
こ
し
と
凶
之
京
！
」
、

- 31 -

岩
波
書
店
、

。
凶
年
）
、
一
同
名
古
山
論
文
が
あ
り
、
基
礎
的
研
究
が
進
み
つ
つ
あ
る
。
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